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2010 ~ 2013年の山口県日本海域における
海洋生物に関する特記的現象

河野光久*1・土井啓行*2・堀 成夫*3
園山貴之*2・荻本啓介*2.園森拓也*1

N oteworthy Phenomena on the Marine Organisms 

in the Southwestern J apan Sea 

off Yamaguchi Prefecture during 2010・2013

Mitsuhisa KAWANO， Hiroyuki Dor， Shigeo HORI 

Takayuki SONOYAMA， Keisuke OGIMOTO and Takuya KUNIMORI 

Noteworthy phenomena on the marine organisms in the southwestern Japan Sea off Yamaguchi 
Prefectur巴during2010-2013 are examined and listed in chronological order. 243 species have b巴en
identified in total including 4 algae species， a diatom， a sponge， a fluke， 17 cnidarians， an annelid， 20 
mollusks， 23 arthropods， 10 echinoderms， 156 fishes， 3 reptilians， 6 mammals. 
Sea surface water temperatures had been stayed high (>280C) in coastal waters of Yamaguchi 
Prefecture in several days during summer in 2010， 2012 and 2013. The high water temperatures in 
2013 caused the withering of Eisenia bicyclお，Ecklonia cava， E. stolonifera and E. kurome and possibly the 
mass immigration of Katsuwonus pelamis and Istiophorus platypterus in 2010 and Makaira indica in 2012. 

We found that four commercially important fishes (Bramajaponica， Pampus punctatissimω， Epinξphelus 
epistictus， Uraspis helvola) had increased and become larger after the latter half of 2000's. 

Key words : Southwestern Japan Sea; High water temperature; Noteworthy phenomena; Marine 
orgamsms 
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山口県水産研究センター，下関市立しものせき水族

館(海響館)および萩博物館の3者は，山口県日本海域

において近年頻繁に発生するようになった海洋生物に

関する特記的現象について，情報の収集と蓄積を行う

とともに，現象のメカニズムの解明に努めている。こ

の共同研究で得られた2009年までの海洋生物情報につ

いてはすでに報告し，(1) 1997年以降の水温上昇に伴

い，熱帯 ・亜熱帯性種が増加し，それが持続している

こと， (2)短期的な環境変動も海洋生物の特記的現象

の引き金となること，(3)サケガシラ属魚類が山口県日

本海域で、再生産を行っている可能性が高いことなどを

明らかにしてきた1，2)。本報告はその後の4年間， 2010 

~2013年の特記的情報を年別に整理し，出現の概要を

示すとともに，夏期の高水温に関連した海洋生物現象，

2000年代後半以降に来遊が目立つようになった有用魚

類，およびリ ュウグウノツカイ Regalecusrusselliiの来

遊について考察した。

材料および方法

本報告では，2010年 1 月 ~2013年 12月に山口県日本

海域(図1)において， 筆者らが直接携わった現場採集

調査，漁業試験操業，潜水調査，魚市場調査によって得

られた情報，および外部から寄せられた情報のうち，筆

者らが2014年12月末までに真偽を確認できたものを

対象とした。

水温情報に関しては萩港 見島聞を航行する定期旅

客船が山口県水産研究センターの委託により 1964~

2013年に萩港北北西15海里点(図1)で日々観測した

表層水温を用いた。

図1 調査対象海域
・:定期旅客船による表層水温観測点
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種の同定は中坊3.4.5) ，西村6.7)，奥谷8)，佐波ら 9)，中

村・上野10)，三宅1J， 12)，千原 ・村野13)，岡田ら刈，林15)

および三宅・D.Lindsayl6)によった。

魚類の発育段階区分は，沖山17)に基づき，卵，仔魚、，

稚魚，成魚、とした。

情報を年譜として記録した付表に関する凡例は以下

のとおりである。

計測部位の略号

藻類

LL:葉長

刺胞動物

BD:径， TL:全長

軟体動物

頭足類ML:外套長， TL:全長

員類ShL:殻長， ShH:殻高， ShW:殻幅

節足動物

TL:全長， BL:休長， CL:甲長， CW:甲幅

腕皮動物

ヒトデ類R:轄長

ウニ類ShW:殻径， ShL:殻長， ShH:殻高

ナマコ類BL:体長

尾索動物

BL:体長

魚類

TL:全長，FL:尾叉長， SL:標準体長，DW: 

体盤幅， DL:体盤長， BW:体重

腿虫類

TL:全長， CL:甲長，BW:体重

晴乳類

TL:全長

情報入手機関の略号

YG:山口県水産研究センター外海研究部

SA:下関市立しものせき水族館

HH:萩博物館

標本 ・情報保存形態の略号

Pr :液浸， F:冷凍， D:乾燥， Ph:写真

標本・情報所蔵場所の略号

FAKU:京都大学農学部

YG:山口県水産研究センター外海研究部

SA:下関市立しものせき水族館

HH:萩博物館

結果

2010~2013年の4年間に報告された生物の種数は ，

珪藻類1種，藻類4種，吸虫類1種，海綿動物1種，刺胞



動物17種，環形動物1種，軟体動物20種，節足動物23

種，赫皮動物10種，魚類156種，間虫類3種，および哨

乳類6種の合計243種であった。 これは 1984~2004年

の187種1)を上回ったものの， 2005~2009年の 304種 2)

を下回った。

1984~2009年に報告された生物 1 ，2) 以外で今回新た

に情報に加わった生物は123種に上った。その内訳は，

藻類4種，珪藻類1種，吸虫類1種，刺胞動物15種，環

形動物1種，軟体動物6種，節足動物19種，腕皮動物4

種，魚類67種，艇虫類1種，晴乳類4種で、あった。

以下に各年の概要を記載する。各々の情報は年譜と

して付表に示した。

特記的現象の概要

2010年

魚類では，リュウグウノツカイが例年に比べ多く，萩

市から長門市の沿岸で1月29日， 3月19日， 4月1日，4

月29日，および5月2日に各1個体確認された。8月下

旬~9月中旬には萩市沖表層で連続して 280C以上の高

水温を記録し(図2)，長門市沿岸の定置網では例年ほ

とんど漁獲の無い熱帯 ・亜熱帯性のカツオKatsuwonus

pelamis (40 ~50cmFL) が 8月だけで約 2， 200尾漁獲

された。同時期には熱帯 ・亜熱帯性のバショウカジ

キIstiophorusplatypterus も大小さまざまな個体 (58~

161cmFL)が数尾から約50尾の範囲で断続的に漁獲さ

れた。
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30 
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図2 山口県萩市沖における 2010~ 2013年の夏期
の表層水温

軟体動物では，熱帯 ・亜熱帯性の トピイカ

Steniteuthis oualaniensis 1個体が9月4日に長門市沖でま

き網により混獲された。

哨乳類では，2月3日にオウギハクジラ Mesoplodon

stりnegeri 1個体が長門市油谷大浜海岸に漂着した。

一 3

また，9月に下関市豊北町角島海岸でゴマフアザラシ

Phoca larghαl個体が確認された。

2011年

魚類では，シマガツオBramajaponicaの大型個体 (43

~47cmFL) が萩市田万川町江崎沖で2月に浮延縄によ

り多数(多い日で約500尾)漁獲された。シマガツオは

まき網等で混獲されるととはあったが，一度に多数の

個体が漁獲されることは稀である。また， 9月上旬か

ら中旬には長門市沿岸の定置網でマナガツオPampus

punctatissimus (40 ~ 50cmTL) が 1 日当たり 30~ 140尾

断続的に漁獲された。

その他の動物では， 6~7月に猛毒を有するハナ

ガサクラゲ Olindiasformosaおよびヒョウモンダコ

Hpalochlaena fasciataが下関市から長門市沿岸域で相次

いで発見され，山口県水産振興課から注意喚起がなさ

れた。

2012年

魚類では，表層水温が280Cを超えた 7月24日頃(図

2)から萩市見島周辺海域でカツオが釣れ始め，7月

25日には約100尾が水揚げされた。本種の好漁はそ

の後数日間継続した。12月13日には熱帯 ・亜熱帯性

のハタ類であるイヤゴ、ハタ Epinepheluspoecilonotus 1 

個体 (516mmTL)およびコモンハタ E.epistictus1個体

(625mmTL)が萩市沖であまだい延縄により混獲され

た。両個体は1984年以降著者らが確認した個体の中で

最大個体である。

刺胞動物では，表層水温が280C台を記録した8月下

旬~9月上旬にかけて(図 2) 長門市から下関市沿岸域

でタコクラゲMastigiaspapua (3 ~ 15cmBD)が多数確

認された。長門市大泊漁港ではピーク時には海面を埋

めつくすように漂っていたが， 9月中旬以降次第に減少

し， 10月4日に4個体確認された後，消失した。

節足動物では，タコクラゲ、モエピLatreutesmucronatus 

(10~20mmBL) が 8 月 23~24 日に長門市大泊地先で

採捕されたエピクラゲNetrostomasetouchianα (l5~ 

25cmBD)の傘の中から採集された。タコクラゲモエピ

は山口県では初記録種であり，日本海でも京都府のみ

から報告のある稀少種である問。

軟体動物では，例年混獲されることがほとんど

ないソデイカ Thysanoteuthisrhombus の幼体 (116~

167mmML)が，長門市沖で操業されたまき網で7月

に連日数個体ずつ混獲された。 その後 12月には 30~

70cmMLに成長したソデイカが定置網や釣りで例年の

2イ音以上漁獲され好漁となった。



2013年

軟体動物では，アオイガイArgonautaargo が4~5月

に長門市から下関市の海岸に多数漂着した。

魚類では，表層水温が29
0
Cを超えた8月14日に(図

2)下関漁港内でメバル属の一種Sebastessp.数十尾が

舞死して海面を浮遊しているのが確認された。 10月下

旬にはマナガツオ (35~40cmTL) が長門市沿岸の定置

網で 1 日当たり数尾~127尾断続的に漁獲されたほか，

10月 31 日には仙崎湾の船びき網で約80箱 (2~5入り/

箱)水揚げされた。

藻類では，表層水温が連続して 290C~超えた 8月下

旬から9月にアラメ Eiseniabicyclis，カジメ E.cava，ク

ロメ E.kuromeおよびツルアラメ E.stoloniferaが枯死し，

海底や浜辺に大量に溜まっている状況が山口県日本海

沿岸の広範囲で確認された。

腕皮動物ではアカウニPseudocentrotusdepressusが萩

湾のウニ漁場で艶死して散在しているのが，海士漁業

者により確認された。

節足動物では，ホッコクアカエピ Pandaluseous 2個

体 (33.0mm，33.2mmCL)が12月9日に萩市沖(水深

750m)のばい篭で混獲された。

腿虫類では，セグロウミヘピPelamisplaturus 1個体

(63cmTL)が12月29日に長門市油谷大浜海岸で瀕死の

状態で発見された。

日本海から初記録となる種

本報告で、扱った生物のうち，筆者らが関知する限り

2014年末の時点で日本海から記録がないことが確認で

きた種を，日本海初記録種として以下に詳説する。

節足動物門

軟甲綱

十脚目

クルマエピ科

トゲ、サケエビ、 Parapenaeus lanceolatus Kubo， 1949 

(図版1-1)

本種は分布水深が183~407m と比較的深く，日本

以外ではフィリピン，インドおよびオーストラリア西

岸から報告されている。日本では戸田沖の駿河湾，熊

野灘，土佐湾，徳島県沖および東シナ海で確認されて

いるが，日本海での記録はなかった。しかし， 2011年

4月6日，萩湾の水深60mで小型底びき網により 1個体

(19mmCL)が採捕された。本個体はサケエピ属の特徴

である頭胸甲の前半に眼寵から縦に伸びる縫合線があ

ること，および第5歩脚聞の腹板中央に深いくぼみがあ

ることから，水産大学校名誉教授林健一博士により

トゲサケエピの雌と同定された。この記録の証拠資料

-4-

として，下記の写真が保存されている。

萩湾， 2枚， 2011年4月6日，内田喜隆撮影(山口県

水産研究センター所蔵)(図版1-1)

脊椎動物門

硬骨魚綱

トピエイ目

アカエイ科

カラスエイ Pteroplatrygon violacea CBonaparte， 1832) 

(図版1-2)

本種は全世界の温帯から熱帯海域，日本では北海道

以南の太平洋沿岸，琉球列島，九州ーパラオ海嶺，西

沙群島および千島列島南部沖の水深381m以浅(通常

は100m前後)で確認されている。本種は日本海からは

小林ら 1)によって初めて報告されたが，その詳細や証

拠となる写真は示されなかった。今回， 2例目となる報

告があったので，初記録と併せて詳細を報告する。初

記録は2004年1月30日，長門市三隅野波瀬地先の定置

網で

毘2却01ロ2年1日1月8日に長門市日置黄波戸地先の定置網で?混
獲された個体で4叫49mmDW，294mmDLの雌で、あった。

これらの個体は体が台形に近く，吻端が平坦であるこ

とおよび体盤の腹面が暗紫色であることから，カラス

エイと同定された。初記録の証拠資料として，下記の

写真が保存されている。

長門市三隅野波瀬地先， 2枚， 2004年1月30日，土井

啓行撮影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版1-2)

アンコウ目

アカグツ科

ヘリグ、口アカグ、ツ Halieutaea sp.1 (図版1-3)

本種は東シナ海北西部，済州島南部から温州湾沖合の

東シナ海で分布が確認されているが，これまで日本海

で、の記録例はなかった。しかし， 2011年10月28日山口

県萩市見島から長崎県対馬海域で1個体 (153mmTL)

が沖合底びき網で採捕された。本個体は体盤が鮮紅色

で胸鰭・尾鰭・脅鰭の縁辺部が明瞭に黒いことから，

ヘリグロアカグツと同定された。この記録の証拠とし

て，下記の標本と写真が保存されている。

萩市見島から長崎県対馬海域， 1個体， 2011年10月

28日(京都大学所蔵FAKU134706)(図版1-3，内田喜

隆撮影)

スズキ目

ノ¥タ科

ナガ'1¥ナダイ Pseudanth伺selongatus (Franz， 1910) 

(図版2-4)



本種は伊豆大島，相模湾以南の太平洋沿岸，韓国鎮

海湾の岩礁(水深16~65m) に分布する。著者らは山

口県日本海産魚類目録19)で本種が2000年代に出現した

ことをすでに報告しているが，詳細については記載し

ていなかった。そこで，ここに詳細について報告する。

本個体 (85mmTL)は2012年7月20日に下関市蓋井島

西沖水深58mにおいて篭漁で混獲されたもので，有孔

側線鱗数が40~46(本標本; 41)であること，側線より

下方の体側鱗に暗色斑がないことから，本種と同定さ

れた。この記録の証拠資料として，下記の標本と写真

が保存されている。

下関市蓋井島西沖水深58m，1個体， 2012年7月20

日(萩博物館所蔵)(図版2-4，園山貴之撮影)

オオスジハタ Epinephelus latifasciatus(Temmick and 

Schlegel， 1842) (図版2-5)

本種は九州、|北西岸，相模湾~宮崎県土々呂の太平洋

岸，小笠原諸島，韓国釜山，台湾，漸江省南部~広東省

の中国沿岸，海南島，ベトナム，紅海，ペルシャ湾~イ

ンド沿岸，カリマンタン島，オーストラリア北西岸の水

深20~230m の岩礁や砂泥底に分布するが，これまで

日本海での記録は無かった。しかし， 2013年12月6日，

下関市蓋井島沖水深35~55m で、 4cmTL の稚魚 1個体

が底びき網で採捕された。本個体は体に暗色と白色の

縦帯が交互にあり，それらの境界が黒いことからオオ

スジハタと同定された。この記録の証拠として，下記

の生態写真が保存されている。

下関市蓋井島沖， 1枚， 2013年12月6日，石橋将行撮

影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版会5)

ヌノサラシ科

ヌノサラシ Grammistessexlineatus (Thunberg， 1972) 

(図版2-6)

本種はインド・太平洋沿岸の岩礁やサンゴ礁(水深

18m以浅)に生息し，日本では岩手県以南の太平洋沿

岸，屋久島，琉球列島，南大東島，尖閣諸島，伊豆諸

島，小笠原諸島で分布が確認されているが，日本海で

の記録例はなかった。しかし， 2011年4月30日，長門

市油谷川尻岬沖で1個体 (20cmTL)がたも網で採捕さ

れた。本個体は体側に明瞭な白色縦帯があり，ヌノサ

ラシと同定された。この記録の証拠資料として，下記

の生態写真が保存されている。

長門市油谷川尻岬沖， 1枚， 2011年4月30日，園山貴

之撮影(下関市立しものせき水族館所蔵)(図版2-6)
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考 察

夏期の高水温の影響

201O ~2013年の夏期には 2011年を除き 280C以上の

高水温を記録した日が連続し，その影響を受けたと考

えられる海洋生物現象が発生したことが大きな特徴と

してあげられる。以下に高水温と特記的生物現象との

因果関係について考察する。

2013年8月下旬~9月の高水温時にアラメ，カジメ，

クロメおよびツルアラメが枯死し，海底や浜辺に大量

に溜まっている状況が山口県日本海沿岸の広範囲で、確

認された。この現象について安成20，21)は，長門市通地

先の水温が8月10日から20日聞にわたってアラメ・カ

ジメ類の生育可能上限水温である290C22-24)を超えてい

たことに加え， 8月 24 日および30~31 日の時化により

藻体が涜失したと考えている。

同時期に発生したアカウニの艶死についても，水温

が生息適水温上限の280C25)を超えたことが原因で、あっ

たと考えられる。

遊泳力のある魚類については高水温が直接影響して

艶死することはほとんどないと思われるが， 2013年8

月14日に下関漁港内でメバル属の一種数十尾が舞死し

て海面を浮遊しているのが確認された。この事例につ

いても，メバル属魚類が高水温により酸欠を起こしや

すく，上限致死温度が25~300Cとされていることなど

2めから，高水温が影響した可能性が高い。

カツオ，バショウカジキおよびソデイカについては，

熱帯・亜熱帯域を主分布域とすることが知られており

悶，夏期に高水温であれば東シナ海から日本海へ移入

しやすくなると考えられ，高水温が1つの大きな要因

となって2010年のカツオとバショウカジキの好漁，お

よび2012年のカツオとソデイカの好漁がもたらされた

可能性がある。しかし，これらの種の好漁は，高水温年

が記録されたすべてで生じているわけではないことか

ら，高水温という環境条件だけでなく初期生残量の多

寡も影響していることが推察される。

2012年 8月下旬~9月上旬のタコクラゲの大量出現

についても本種の適水温が280C以上である 27)とされて

いることから，原因は同様であることが示唆される。

一方，海水温が280C以上を記録した日が1日のみで

あった2011年には，上記のような高水温耐性のない藻

類の枯死や熱帯・亜熱帯性魚類の好漁などの特記的現

象は認められなかった。

以上のことから表層水温が280Cを超える日が続く

と，高水温に関連した特記的現象が起きやすくなると

推察される。とりわけ2013年のように水温が290Cを超

えると藻類や移動能力が小さい浅海生物については枯



死や艶死が起きやすくなると考えられることから，水

温動向を注意深く監視する必要がある。

2000年代後半以降に来遊が目立つようになった有用魚類

2000年代後半以降に来遊が目立つようになった有用

魚類は，オキアジ，シマガツオ，マナガツオ，コモンハ

タであった。ここでは，その出現状況の特徴を記載す

る。

オキアジ Uraspishelvolaは2006年7月に2個体

(175mm， 187mmTL)が初めて特記生物として記録さ

れ， 9~11月には定置網や延縄で混獲された4個体 (30

~35cmTL) が確認されたのみであった。 しかし，そ

の後増加し， 2009年以降は1O~11月を中心に 26~

34cmTLの個体が水揚げされている。

シマガツオは2002年に200mmTLの個体が初めて

特記生物として記録されて以降， 2009年頃までは 8~

18cmTLの小型個体がまき網で混獲されほとんど投棄

されていたが， 2010年以降はふぐ延縄，刺網，まき綱

で39~47cmTL の大型個体が2~3月を中心として水

揚げされるようになっている。

マナガツオは2008年3月に2個体 (408mm，449mm 

TL)が初めて特記生物として記録されて以来，次第に

水揚げが増加し，特に2011年9月および2013年10月に

は長門市地先の定置網で35~50cmTL の個体の好漁が

あった。

コモンハタは上記3種のようにまとまって水揚げさ

れることはまだない。しかし， 2011年5月に36cmTL

の個体が初めて特記生物として確認されて以来，毎年

確認されるようになり， 2012年12月には625mmTL，

2013年12月には536mmTLと大型個体も混獲されるよ

うになっている。

リュウグウノツカイの出現の特徴

1984年以降のリュウグウノツカイの確認個体数は12

個体で，このうち2003年以前には1999年の1個体のみ

で，残りの11個体はすべて2004年以降に確認されたも

のである(表1)。山口県北西沖海域では1986年頃およ

び1998年頃を境に水温が高温側へシフトしたとされて

いる 28)乙とから(図3)，リュウグウノツカイは1984年

以降では2回目のシフト後に確認されたことになるが，

とのシフトが本種にどのような影響を及ぼしたのかは

不明である。それよりも2004年以降著者らの情報収集

体制が構築され，さらに近年マスコミ等の影響で海の

異変や深海生物に対する漁業者や地域住民等の関心が

高まり，広く情報が寄せられるようになったことが，確

認個体数の増加につながった可能性がある。

確認個体数は通常1年に2個体以下であることから，

2010年に5個体も確認されたことは特筆される(表1)。

2010年には 3月 19 日 ~5月 2 日に 4個体確認されてお

り，との時期の水温に注目すると， 3 月 7~10 日に風力

7以上の北寄りの強風が吹き続け，それまでは140C前

後で平年よりも高めであった水温が急激に低下し低め

に転じたことがわかる(図4)。このような低水温と急

激な水温変動は，2006年1月に見られた仙崎漁港にお

けるウスパハギ，ホシフグ，クサウオの海面浮遊現象

表l 山口県におけるリュウグウノツカイの採捕状況

年 月/日個体数 TL(cm) 採集場所

1999 2/8 1 約500長門市仙崎大日比漁港

2004 1/27 1 353長門市日置黄波戸地先

2006 4/26 1 73. 5深川湾竹の子島

2007 4/15 1 不明下関市豊浦町室津地先

2010 1/29 1 393長門市大日比漁港

2010 3/19 1 約450長門市青海島沖

2010 4/1 1 400萩市江崎地先

2010 4/29 1 410萩市菊ヶ浜

2010 5/2 1 不明萩市菊ヶ浜

2011 2/21 1 368阿武町宇田郷地先

2013 1/16 1 434長門市日置黄波戸地先

2013 2/5 1 308長門市通地先
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の原因として考えられたように2)，本種についても衰弱

と表層への浮上を助長させた可能性がある。

出現月についてみると， 1~5月に集中している(表

1)。この時期は低水温期かつ鉛直混合期でもあるため，

中深層性で漂泳魚である本種29)が表層に浮上しやすい

環境にあるといえる。衰弱して表層を漂泳していれば，

この時期に頻発する北寄りの季節風と時化の影響を受

け沿岸への漂着が助長されることは十分考えられる。

採捕個体は300~500cmTL の大型個体に加え， 4月

には73.5cmTLの稚魚が採捕されていることが注目さ

れる。大型魚の生殖腺の状態は調査していないが， 4月

に稚魚が出現したことから，サケガシラ属魚類2)のよう

に 1~4月が成熟・産卵期になっている可能性があり，

もしそうなら成熟・産卵に伴う多大なエネルギー消費

によって物理的な環境変化の影響をより受けやすくな

るかもしれない。そのような生理的要因もこの時期に

確認個体が集中する要因の1つである可能性があり，

今後の調査で確認する必要がある。
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Parapenaeus lanceolatus (Kubo， 1949). 19mmCL，萩湾，

2011年4月6日，内田喜隆撮影，山口県水産研究センタ一所蔵(写真).

1卜ゲサケエピ

2カラスヱイ Pteroplatrygon violaceαCBonaparte， 1832). 405mmDW，長門市野波瀬

地先， 2004年1月30日，土井啓行撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真).

主
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量

Ha!ieutaea sp.l. 153mmTL，萩市見島から長崎県対馬海域，

2011年10月28日，内田喜隆撮影，山口県水産研究センタ一所蔵(写真).
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図版2

4ナガハナダイ Pseudanthias elongatusCFranz， 1910). 85mmTL，下関市蓋井

島西沖水深58m，2012年7月20日，園山貴之撮影，萩博物館所蔵(液浸).

5オオスジハタ Epinephelus 1αtifasciatus (Temmick and Schlegel， 1842) . 4cmTL，下関市蓋井島

沖水深35~55m ， 2013年12月6日，石橋将行撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真).

6ヌノサラシ Grammistes sexlineatus (Thunberg， 1972). 20cmTL，長門市油谷川尻

沖， 2011年4月30日，園山貴之撮影，下関市立しものせき水族館所蔵(写真)• 

ハU
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付表 2010年から2013年までの海洋生物に関する特記的記録

採集
'同報

西暦年 月/日 種 名 個体数 サイズ 漁獲・採集方法 漁獲・採集場所 現 象 入手
機関

2010 1/7ヤクシマダカフ 。praea(Mauritia) arabka arabica l 29.77mmShH 素手採捕 下関市吉母 打ち上げ死員，幼貝 SA 
1/9ナシジダカラ Cypraea (Mauritia) labrolineata 1 24.64mmShH 素手採捕 下関市吉母 打ち上げ死貝，成貝 SA 
1/18ミジンベニハゼ Lubricogobius exiguus 20mmTL 底びき網 下関市吉見沖 SA 
1/21ヤクシマダカラ 1 25.7mmShH 素手採捕 下関市吉母 打ち上げ死貝，幼貝 SA 

1/18ベニカワムキ Triacanthodes anomalus l 約2cmTL 視認 長門市青海島地先 HH 
1/29リュウグウノツカイ RegaJecus russellu l 393cmTL 漂着 長門市大日比漁港 YG 
2/3オウギハクジフ Mesop/odon stejnegeri 漂着 長門市油谷大浜海岸 SA 
2/8 -qダラ Gadus macrocephaJus 1 516mmTL 定置網 萩市玉江浦地先 YG 
2/8ヒレジロマンザイウオ Ta.ractichthys steindachneri 487mmFL 刺網 萩市沿岸 YG 
2/8シマガツオ Bramθ;ap2!]lca 15 FL394-440mm 刺網 萩市沿岸 YG 
2/10ケムシカジカ Hemitripterus vJIlosus 200mmSL， 235mmTL 建網 下関市安岡沖 SA 

2/14ハナピァウオ Psenes pellucidus l 504mmFL， 556mmTL 素手採捕 深川湾 YG 
2/14オオカズナギ Zoarchia.s major l 30mmTL たも網 下関市彦島西山海岸 SA 

2/21シマガツオ I 391mmFL 刺網 長門市沿岸 YG 
2/22ゴ‘マフグ Ta註iiugustictonotus 1 389nnTL 定置網 長門市沿岸 YG 
2/22ヨシキリザメ 庁i"onacegJauca 約1.9mTL 定置網 長門市沿岸 YG 
2/22アザミヤギ属の 種 Echinomuricea sp. 10cmTL 建網 下関市金比羅人工島沖 水深13mで混獲. SA 
2/23コウライガジ z。由-cesgiJhi 485mmTL 建網 下関市安岡沖 SA 
2/23カイロウドウケツ属の 種 EuplectelJa sp 4 延縄 下関市蓋井島沖 水深110mで混獲 SA 

3/5ヒョウモンダコ Hpalochlaena /iisciata 45mmML 建網 下関市筋川沖 SA 
3/11サケガ、ンフ Trachiplerus ishikm陥 e Im55cmTL， 19.5cmBH 小型底びき網 萩市橿島沖 HH Pr HH-PiO0542 
3/12ハマフグ Tetrosomus concatenatus 160mmSL， 195mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉 SA F SA 

3/19リュワグウノツカイ 約4-5mTL 視認 長門市青海島沖 YG 
3/24サケガシラ ~81mTL 漂着 萩市菊ヶ浜 HH Pr HH-Pi00543 

トー品 4/1 Vュウグ、ウノツカイ I 400cmBL， 28cmBH 漂着 萩市江崎 HH Ph HH ト・4
4/7ナシジダカラ 2 18.8mm， 20.33mmShH 素手採捕 下関市吉母 打ち上げ死員，成貝 SA 

4/15ミズダコ Octopus (Enteroctopu.ぬdo罰'eini 約40cmML いかしば漁 下関市吉母沖 水深35-40mで混獲. SA 

4/17エゾイソアイナメ Physiculus ma:dmowiczf 200mmTL 延縄 下関市蓋井島沖 SA 

4/21アカグツ Halieutaea stelJata 1 200mmTL，165mmSL 建網 下関市安岡沖 水深8mで混獲. SA 

4/21ケムシカジカ l 160mmTL，120mmSL 建網 下関市安岡沖 水深8mで混獲. SA 

4/21へンゲクフゲ Lampetia pancerina 多数 20mmTL たも網 下関市豊浦町室津地先 SA 
4/26トゲザオウニ Goniocidaris説seriaJis 2 3cmShW 延縄 下関市蓋井島北北西 水深107mで混獲 SA 
4/29リュウグウノツカイ l 410cmTL 漂着 萩市菊ヶ浜 HH Pr HH-円 00543

5/1ウチワエピ(フイロゾ マ幼生) 51mmTL 建網 深川湾 SA 

5/2リュウグウノツカイ 1 萩市菊ケ浜沖 HH Ph HH 

5/8トゲザオウー 4 3cmShW 延縄 下関市蓋井島北北西20マイル 水深107mで混獲. SA 

5/12アヤメダカフ Cypral田 poraria. l 22.27ShH 素手採捕 下関市豊北町角島 打ち上げ死貝，成員 SA 

5/20ヒメゾワクラゲ Carina.ria;i叩 omca 多数 5-15cmTL たも網 下関市豊浦町湯玉 SA 

5/20ハダカゾウクラゲ Pterotrachea coronata 多数 15cmTL たも網 下関市豊浦町湯玉 SA 

5/20ウチワカンテンカメガイ Corolla spectabilis 多数 2cmTL たも網 下関市豊浦町湯玉 SA 

5/20クリイロカメガイ Cavolinia uncinata 多数 lcmShL たも網 下関市豊浦町湯玉 SA 

5/21ヤサガタハダカカメガイ Pneumodema atJanticum paciffcum 10 20cmTL たも網 下関市豊浦町湯玉(漁港内) SA 

5/21ヨコスジカジカ Hemilepidotus gilberti l 189mmSL， 220mmTL ばい篭
萩市見島沖 35

0
46.41' N， 

水深305mで混獲，雌 SA 
131
0 
04.08' E 

5/22 サケピクニン複合群 Careproctus rastrinus species complex l 1I5mmTL ばい篭
萩市見島沖 35

0
45.42' N， 

水深297mで混獲 SA 
主2:ピクエン型 131

0 
01.83' E 

5/28ナツハリゴチ(稚魚) Hoplichthys J.田19sdorffi 多数 2.5-3目5cmSL たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28キアンコウ(稚魚) l 5cmSL たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28へンゲタフゲ 多数 たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28ウリクラゲ科の 種 Beroidae gen. etsp. 多数 たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28ヒメゾウクラゲ 多数 たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28ハダカゾウクラゲ 多数 たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28クリイロカメガイ 多数 たも網 長門市大日比漁港 YG 
5/28オキクラゲ PeJagiap，田 opyra 多数 たも網 長門市通漁港 YG 
5/28アカクラゲ DactyJometra paciffca 多数 たも網 長門市通漁港 YG 
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9/1ソデイカ

9/2シロカジキ

9/2アイブリ

9/4トピイカ

9/4アオイガイ

9/12カマスサワフ

9/15コンベイトウ

9月アカノ、タ

9月バショウカジキ
9月ゴ、マフアサ'ラシ

9/18オキセミホウボウ

9/27アオウミガメ
9/27ノ、、ツメ

Uraspis helvola 

Thysanoteuthis rhombus 

Steniteuthis oualaniensis 

Acanthocybium soland口

Epinephelus抱'sciatus

Istiophorus platypterus 

Phoca largha 

Dactyloptena gilberti 

Chelonia mydas 

Sebastes owstoni 

1 264mmTL 

361mmML 

品甘280cmTL

527mmTL， 482mmFL 

124mmML 

69mmShL 

681mm， 677mmFL 

114mmSL， 130mmTL 

3 349mm， 360mm， 342mm TL 

多数日一161cmFL

54mmTL， 43mmSL 

46cmCL 

131mmSL，160mmTL 

YG 

刺網 長門市沖 YG 

し、か釣り 長門市沖 YG 

定置網 長門市沖 YG 
萩市沖 YG 

まき網 長門市沖 YG 
まき網 長門市沖 YG 
定置網 阿武町奈古地先 YG 
ばい篭 35

0 
39.72' N， 131

0 
04.06' E 水深189mで混獲. SA 

釣り 萩市見島沖 YG 
定置網 長門市沿岸 小型~大型まで例年より多く出現. YG 
視認、 下関市豊北町角島海岸 SA 

たも網 長門市油谷川尻沖 SA 

磯建網 萩市須佐白石地先 YG 
ばい篭 350 40.16' N， 131

0 
05.11' E 水深191mで混獲 SA 



HH-Pi 000394 

HH-Pi 000546 

HH-Pi 000376 

FAKU 

HH-Pi 000545 Pr 

FAKU Pr 

YG Ph 

SA 
YG 

SA 
SA 
SA 
YG 

SA 
SA 
SA 
YG 

YG 

YG 

YG 

YG 

YG 

YG 

YG 

YG 

I-IH 
YG 

SA 
1-11-1 
SA 
HH 
SA 

SA 

YG 

SA 

YG 

YG 

YG 

YG 

SA 
YG 

2~3年前から獲れだし，多し、日は500尾
YG 

程度

水深12mで混獲漁獲物はメパノレ・カサゴSA
SA 
YG 

SA 
発見時は生存 HH 
水深12mで混獲 I漁獲物はメバノレ・カサゴ SA
発見時は生存 YG 

SA 
YG 

SA 
SA 
SA 
SA 
YG 

SA 

35' 40.77' N， 131' 06.30' 6 

長門市通地先

北九州市脇/浦納長*

35' 40.51' N， 131' 04.43'6 

北九州市脇ノ浦凱先キ

阿武町奈古地先

下関市蓋井島沖北西20"'<イノレ

下関市蓋井島北西20"'<イノレ

下関市蓋井島北西2日マイノレ

長門市通地先

長門市通地先

長門市通地先

長門市通地先

長門市通地先

豆臣歪「一
長門市沖

長門市沖

仙崎湾

丞亙盤之進些先
萩市大島地先

萩市見島沖

阿武町宇田郷地先

長門市通地先

E車E套主塾生
長門市三隅野波瀬地先

萩市見島~長崎県対馬

長門市青海島沿岸

下関市豊浦町湯玉地先

長門市青海島沿岸

長門市青海島沿岸

長門市通地先

長門市通地先

下関市彦島福浦

長門市沖

ふぐ延縄(浮延縄)萩市江崎沖

建網 下関市金比羅地先

定置網 下関市豊浦町湯玉地先

磯建網 長門市青海島沿岸

建網 下関市安岡沖

定置網 阿武町宇田郷地先

建網 下関市金比羅地先

定置網 長門市通地先

下関市安岡沖

長門市野波瀬地先

下関市吉見沖

34' 40' N， 34' 40' 6 

34' 40' N，13日。 30'6 

34' 40' N， 130' 30' 6 
長門市{山崎漁港

見島西沖 (34'40' N， 130' 30' 
水深122mで混獲

E) 

35' 42.69' N. 130' 57.23' 6 
35' 39.83' N. 130' 57.72' 6 

35' 42.69' N. 130' 57.23' 6-
35' 39.83' N， 130' 57.72' 6 

35' 42.69' N. 130' 57.23' 6-
35' 39.83' N， 130' 57.72' 6 

水深186mで混獲

水深20m，砂地で混獲

水深197mで混獲， j世

水深100mで混獲

水深100mで混獲

水深100mで混獲.

Pr 

Pr 

Pr 

Pr 

州』

1 15mmTL ばい篭

約30cmTL 定置網

35mmTL 小型底びき網

203mmSL， 240mmTL ばい篭

57mmTL， 46mmSL 小型底びき網

1008mmSL，1094mmTL.8158gsW定置網

2cmShW 延縄

25伽 m，300mmR 延縄

3cmShW 延縄

l069-1390mm日」 定置網

817mm， 827mmFL 定置網

454mm， 482mm， 453mmFL 定置網

296-397mmTL 定置網

267-294mmFL 定置網

290mmTL まき網

150mm， 184mmTL まき網

115mmML まき網

569mmTL， 534mmFL 定置網

1OOcmTL 定置網

74cmCL， 52kgsW 定置網

150mmTし ばし、篭

7lcmTL， 24cmsH 定置網

3OcmTL 定置網

149cmTL 網漁業

64mmSL， 75mmTL 定置網

245mmSL 沖合底びき網

580mm， 565mmTL 磯建網

lOOmmTL 定置網

43cmTL 磯建網

44cmTL 磯建網

約10cmShW 素手採捕

約20cmR 素手採捕

83cmCL 漂着

盆担旦TL，307mmTL

43-47cmTL 

60mmTL 

水深700mで混獲

目度が膨れた大型個体

水深20mで混獲，雄

水深122mで混獲

水深123mで混獲.

水深123mで混獲.

主皇塑
建網

小型底びき網

小型底びき網

小型底びき網

たも網

76cmTL 

282mmSL，311gsW 

368cmTL， 24cmsH 

20mmTL 

68cmTL 

笠担単与斗与sW
822mmTL 

400mmTL 

120mm， 20mmR 

30mmShW 

30mmShW 

l
i
L
i
l
l
i
-
-
-
2
2
3一
銭
鋭

l
-
2
T
I
T
I
l
-
-
-
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i
l
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-
E
l
i
-
-鍬一鍬一
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鍬
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AJuterus sc吋otus

Eurypegasus draconis 

Sphyraena b剖racu/a

TruncatOj百'abeJJumsp. 

71う叩刀山aJbacares

R'achyc臼7troncanadum 

AJuterus monocer，つs

Bothrocara hoJJandi 

Arothron caeruJeopu17ctatus 

Diodon hyslrIx 

Evoxy;田etopontaeniatus 

Aulotrachichth_vs prosthemius 

8ranchiosteggidae gen. sp 

Arothron stθ'JJalus 

Lw'dia macuJata 

Lepidoche!ys o!ivacea 

Evistias acutirostrIs 

TracheJobdeJJa Jivanovi 

Pterycombus petersii 

SatyrIchthys isokawae 

Ateleopus japonicus 

Squatina japonica 

Pterast泡1'1氾sseJatus

Homola orie，泊laJis

Mursia mIcrospl;悶a

E些笠蛍旦2詮ttrix
SquaJus suckJeyi 

10/4サFラビ‘クニン

辺4ぷZと乙主
10/10ウミテング

10/14ヨコスジカジカ

10/20ウミテング

10/26オニカマス

11/5クサビセンスガイ属の 種

l1/5カンムリヒトデ属の一種

11/5トゲザオウニ

l 1/8カマスサワラ

11/8キハダ
11/8スギ
11/8ウスパハギ

11/8オキアジ
百方言宍ヲ字ヌ
11/8ハリセンボン

l1/8ムラサキダコ

11/8サケガシラ
11/16イタチザメ

1 1/16アオウミガメ

11月下旬ノロゲンゲ

12/1アラレフグ

12/14ネズミフグ

12/21ユメタチモドキ

12/22ノゆダシエビス

アマダイ科の 種(アカアマダ
12/27 
イ×キアマダイ?)

1/17 "'<ダラ

1/19モヨウフグ

2/2ハナピラウオ

2/2 "'<ダラ

2月上旬ラッパウニ

2月上旬ヤツデスナヒトデ

2/3アカウミガメ

2/5テングダイ

2月上旬シ7ガツオ

2/10カザリピノレ

2/15リュウグウノヒメ

2/16 "'<ダラ

2/20オキキホウボウ

2/21リュウグウノツカイ

2/22カザリビノレ

訂宮下平亨ヲ7
227オキキホウボウ

3/7 "'<ダラ

3/8カスザメ

3/13カスリマクヒトデ

3/13トウヨウホモラ

3/13オオキンセンモト守

3/14カミクラゲ

3/17アブラツノザメ

Echeneis naucrates 

Diodon hoJocanthus 

GaJeocerdo cuvier 

2011 

ト-

w 

SA 水深300-500mで混獲ばい篭400mm-500mmTL Lycodes lanak配3/24タナカゲンゲ

SA 水深300-500mで混獲ばい篭80mmCW Hyas coarctatus 3/24ヒキガ=

SA 水深300-500mで混獲.ばい篭200mmTL MaJacocottus gibber 3/24ヤマトコブシカジカ



3/28ヒレジロマンザイウオ l 500mmTL 釣り 下関市蓋井島北神 水深45mで混獲. SA Fr SA 

4/6トゲ、サケエヒ‘ Par.叩 enaeuslanceo/atus 19mmCL 小型底びき網 萩湾 水深60mで混獲. YG Ph YG 
4/7シマガツオ 4 402-428mmTL まき網 長門市沖 YG 
4/7ホテイウオ Aptocyclus ventricosus 149mmSL ばい篭 35' 48.02' N， 130' 59.40' E 水深693mで混獲 SA 

4/12ムツ 32 261-291mmFL 釣り 萩市見島沖 YG 
4/18タキフグ TakifiIgu ob1ongus 240mmTL 建網 長門市青海島北岸地先 水深10mで混獲! YG 
4/18アオウミガメ 505mmCL 建網 長門市青海島北岸地先 水深10mでJ昆獲. YG 
4/18イッァンアカタチ Acanthocepo1a Jj田bata l 75cmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
4/23コンベイトウ 72mmSL， 86mmTL ばい篭 35' 39.98' N， 130' 58.23'E 水深300mで混獲 SA 

4/30ヌノサテン Grammistes sexJineatus 20cmTL たも網 長門市油谷川尻岬沖 SA Ph SA 

5/9ケムシカジカ l 26cmTL 建網 下関市安岡沖 水深10-15mで混獲. SA 
5/20コモンノ、タ EpinepheJus epfstictus l 36cmTL あまだい延縄 萩市沖 YG Ph YG 
5/21ノ、タノ、タ Arctoscopus japonlcus 1I5mmSL， 123mmTL ばい篭 35' 48.99' N， 130' 59.42' E 水深770mで混獲. SA 
5/24ヒョウモンダコ 5cmML，約10gBW 篭漁 下関市豊浦町室津港内 SA 

6/2サケガシフ 727mmTL まき網 長門市沖 YG 
6/2ハナピラウオ 293mmFL まき網 長門市沖 YG 
6/2テングダイ 約30cmTL 車rJ網 萩市沖 YG 
6/6シャチブリ 780mmTL 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深50mて、混獲. SA 
6/10チゴダラ PhysicuJus japonicus 282mmTL 刺網 萩市沖 YG 
6/13キアンコウ Lophius 1itu1on 370mmTL ばい篭 35' 47.99' N， 131' 07.77' E 水深381mで混獲 SA 
6/18スミツキアマダイ Branchiostegus argentatus 306mmTL 下関市豊北町矢玉沖 水深70mでγ昆獲. SA 
6/21フェフキダイ Lethrinus haematopterus 211mmFL 刺網 長門市沖 YG 
6/24ハナガサタフゲ OJindias formosa 約10cmBD 刺網 長門市通地先 水深約10mで混獲. YG 
7/5センーンフグ LagocephaJus sceJeratus 69cmTL 船曳網 長門市仙崎湾 YG 
7/6タフゲウオ(稚魚) Ps，四 esarafurensis l 1I6mmTL まき網 長門市沖 YG 
7/6トヒ、エイ 2 639mm， 344mmDW まき網 長門市沖 YG 
7/6ツバクロエイ Gymnura japonfca 389mmDW まき網 長門市沖 YG 
716サケガシラワ 1I3cmTL いか釣り 萩市鯖島沖 YG 
7/11スギ 約lmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
7/11スミツキアカタチ Cepo1a sch1ege1u 34cmTL 延縄 萩市田万川町江崎沖 YG 

トー品 7/25ハチピキ ErythrocJes sch1egehi 427mmFL 刺網 長門市沖 YG 
トら

7/27アゴアマダイ Opistognathus hopkinsi 92mmTL 釣り 下関市角島北西沖 水深105mてγ昆獲. YG Ph YG 
7/29ヒメマダラウミウシ Dendrodoris guttata 86mmTL 篭漁 長門市仙崎大泊地先 水深2mで混獲. YG Ph YG 
7/29ハナガサクァゲ たも網 長門市油谷久津漁港 YG 
7/29ヒョウモンダコ 22mmML 篭漁 長門市隅小島地先 YG Pr HH-Mo 05102 
8/4シ7スズメダイ Abudefduf sordid，出 15mmTL たも網 萩市倉江ノ浜 タイドプ ノレで採捕. HH Pr HH-Pi 00477 
8/6ミンククジラ BaJaenoptera acutorostr8i也 4-5mTL 視認 萩市相島北沖 HH 
日/9コンベイトウ 70mmSL， 82mmTL ばい篭 35' 42.63' N， 131' 05.07' E 水深218mで混獲. SA 
8/30カタボシイワシ Sardi.田 11a1e田uru 1I5-132BL 棒受網 下関市沖 YG Ph YG 
8/30アオイガイ 40-50mmShL まき網 萩市見島沖 YG 
8/30サケガシア 150cmBL まき網 萩市見島沖 YG 
8/31オーオコゼ(黄金色型) Inimicus japonicus 290mmTL 萩市見烏近海 HH Pr HH-Pi 00378 
9/7ヒメイトマキエイ Mobu1a thu.四回目 100cmDW 定置網 阿武町宇田郷地先 HH Pr HH-Pi 00395 
9/7ギマ Tdacanthus MacuJeat出 l 148mmTL，130mmSL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 
9/7マナガツオ Pampus punctatissimus 多数 40-50cmTL 定置網 長門市通地先 SA 
9/7コモンハタ l 269mmTL 小型底ひ'き網 萩市沖 YG 
9/9マナガツオ 30~40 202-263mmFL 定置網 長門市通地先 YG 
9/26ケムシカジカ 231mmSL， 289mmTL ばい篭 35' 45.97' N， 131' 09.12' E 水深250mで混獲. SA 
9/29カスザメ 105cmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 雌 SA 
9/29カラスエイ Dasyatis vioJacea 67cmDW 定置網 長門市日置黄波戸地先 SA Ph SA 
9/29カスザメ 20cmTL 底びき網 下関市吉見沖 SA 
10/2キアマダイ Branchiostegus auratus l 413mmTL あまだし、延縄 萩市田万川町江崎沖 YG 
10/6ギンガメアジ Caranx se.λlasciatus 196mmFL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
10/7コツキノワガレイ Smη8rISCUS xemcus 桁網 長門市沖 YG 
10/13アオブダイ Scarus ovi仕'ons 350mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 
10/15カタボシイワシ 175.5mm，165.9mmTL 定置網 下関市豊浦町湯玉地先 SA 
10/17ジンベエザメ 2.5mTL 定置網 萩市一見地先 SA 
10/24 -<ダラトヒ守エイ Aetobatus narin四 1.3mDW 定置網 長門市日置黄波戸地先 SA 
10/28スシアフ(稚魚) PJeclropomus Jeopardus 125mmTL 萩市須佐町長磯 水深15mで混獲ー HH Pr HH-Pi 00379 
10/28トゲヨウジ SyngnathoIdes biaculeatus l 245mmTL たも網 下関市吉母沖 SA 
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I歳魚が不漁，例年の半分以下の漁獲量.YG 

水深80mて、混獲.

水深386mで混獲

水深37mで混獲.

水深295mで混獲

水深412mで混獲.

水深73~78mで混獲.

水深73~78mで混獲

萩市見島~長崎県対馬海域

萩市見島~長崎県対馬海域

工盟主主主皇並
工盟主主血盟主
350 48.44' N， 1310 05.31' E 

下関市蓋井島沖

萩市沖

長門市日置黄波戸地先

長門市沖

長門市仙崎大泊地先

350 42.31' N， 1300 59.15'E 

長門市沖

下関市彦島南風泊漁港

仙崎湾小浜海岸

萩市見島周辺海域

350 47.92' N. 131
0 
02.36' E 

萩市沿岸

下関市蓋井島西30km

下関市蓋井島西30km

深川湾

下関市豊浦町湯玉地先

350 48.30' N. 130
0 
59.74' E 

350 42.74' N. 130
0 
57.73' E 

下関市豊浦町室津地先

萩市見島西方20マイル

萩市三見地先

萩市見島北沖

萩市見島北沖千里ケ瀬

深川湾

350 43.34' N. 130
0 
59.20' E 

萩市須佐沖大刈

丞車止一一
丞亙且島並一一
下関市長州出島沖

長門市通地先

深川湾

長門市神

長門市沖 雄
下関市豊北町角島灯台北沖1'?イノレ
下関市豊北町阿川地先

慈亙旦皇並
萩市見島沖

下関市蓋井島沖

下関市豊北町和久地先

下関市豊北町和久地先

萩市後小畑萩マリーナ岸壁

長門市油谷立石地先

下関市蓋井島西沖

長門市沖

350 47目28'N， 1310 08.02' E 

長門市日置黄波戸地先

下関市豊北町角島北西沖(汐巻水深70mで混獲

長門市通地先

下関市豊浦町小串地先

下関市蓋井島西沖

下関市蓋井島西沖

丞車皇皇並
慈亙且皇並
長門市青海島沖

血旦且旦亙盗塁

水深702mで混獲.

盗塁翠担エ翠主主
水深15mで混獲

水深132mで混獲.

水深120mで混獲

水深117mで混獲

水深453mで混獲

水深35mで混獲

水深12mで混獲

水深72mで混獲.

水深303mで混獲

水深30mで混獲.

水深30mで混獲.

膨腹個体

一一醐一蹴一日一一臨時一日一岬一臨時一制一日一審亘書一醐一蹴一明

153mmTL 

6cmR 

8cmDW 

233mmTL 

720mmTL 

33口nTL

約2.5mTL

116cmTL 

867mmTL 

194mmSL. 229mmTL 

468-528mmTL 

醐一盟盟購謹且主L日蛙鮮tιL一市Lh』糊Lh』一一EF「F一一戸P「「f一「
「
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制也銑益亀孟一覇璽畠畠醐盟轟畠聾轟襲一面畳曹量聾棚盟欝撞聾聾署一面璽曹璽曹棚盟欝霊審曹一蒲亙需璽罫捌盟静量霊罫罷一甫酉曹璽患糊盟鶴盤邑一研璽晶醐盟品一向一

F一「「F制型鍔蓋一蔀亙鮒型一覇鞠盟一面由盟聾聾響童一E曹璽聾霊盟謂置聾聾喜量明挫瑞謹諜墨一扇函罫璽明蝿誹避聾童襲一罫宜罫童寵霊轍監器蓋龍量一萌璽罷重抑盟鵠謹謹量一日E富童日且鵠鍾一面璽棚盟鰐畳霊童草一rE福孟吾善制L晶晶静聖一踊彊F聖由盟鰐聖宥宮吉一『E罫藍喜鮒也鞍蓋撃一覇璽霊轍盟蓋一璽艶静蓋需童霊量蜘且鵠鑑譲量一繭E璽霊糊盟鵠盤一萌亙醐盤一萌闇

己正ム血盟主主BW
411mmTL 

268mmSL，314mmTL 
149cmTL 

約80cmTL

768mmTL 

600mmTL 

148mmSL，174mmTL 
170mmTL 

20cmTL 

35mmCW 

35mTL.約500kgBW

4cmDW 

79cmTL 

527mmFL 

200mmTL 

起型cmDW
308mmTL 

389mmTL 

400mmTL 

302mmTL 

333mmTL 

30-4日cmTL

789mmTL 

23cmTL 

約10cmBL

225mmTL 

283mmTL 

80mmTL 

約lmTL

約lmTL

約lmTL

200mm 

848mmTL 

250mmTL 

約4mTL
196mmTL 

4cmBL 

427mmTL 

260mmTL 

約30cmDW

20-25cmFL 
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Plect四nthiaskel/，時間azumanus

Ha}jeutaea sp.l 

Tamoya bursaria 

Ateleopus purpureus 

E笠坐塁壁日竺mn
Carc単主主主主~
Triaki<; scylJium 

La.震'enorhynchusobliQuidens 

Masturus JanceoJatus 

GorgonocephaJus eucne冊目

2堅出迎民主工eticulatus
OpJ.笠些恒三旦
Aplysiidae gen. sp. 

Epinephel，型 poecJIonotus

Aequo四a田acrodactyJa

Paughnia h田 ni

ElolJS hawaiensis 

Caprodon schlegelii 

DipJoprion bifasciatum 

f干'esionikaormanni 

TrachuFUS japonicus 

金些丘出と皇室'er
Isuれ'USoxyrnchus 

Pagurs constans 

Platyml1il1 alcocki 

Rajidae gen. sp 

10/28アズマハナダイ

10/28へリグロアカヂY

10/29カスリマクヒトデ

11/30ヒクラゲ

11/9ノロゲンゲ

11/12ムラサキシャチブリ

11118ヒゲダイ

12/8メジロザメ属の一種

12/13ドチザメ
12/20、ンャチブリ

1114ケムシカジカ

1/19ムツ

1/20カマイルカ

1131ヤリマンボウ

2/12コモンハタ

2/13ガンコ

2/13アオザメ

2113イガグリホンヤドカリ
2/13ドチザメ

2/23 '?ダラ

2/28 '?ダラ

311ハタハタ

311ガンギエイ科の一種(卵殻)

3127エゾイソアイナメ
3123ヒラアシクモガニ

3128ミンククジラ

411オキノテヅrルモヅノレ
4117アブラツノザメ

4118ハナピラウオ

4119ガンギエイ科の一種(卵殻)

5/1ツバクロエイ

5/9コモンハタ

5/9ヒゲダイ

5/21コウライガジ

5/25 '?ナガYオ

5/25 '?ナガYオ

5/25 '?ナガYオ

5125コブダイ

5125イシガキイシダイ
5月下旬アメブラシ科の一種

6/1イヤゴハタ

611コモンハタ

613シキシマハナダイ

614サケガシラ
614ヒトモシクラゲ
6/5サケガシラ

616サケガシラ
6110アカシマホソユピジャコ
6113サケガシラ
6117ガンギエイ科の一種(卵殻)
620カライワシ

625アカイサキ

6125ジンベエザメ
6126キハッソク
6128アカシマホソユピシャコ
6/28ハクセンエピ

6/29コモンハタ

6/29テングダイ

6/30トピエイ

6月マアジ

2012 
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7/2ジンベエザメ 約6mTL 定置網 長門市士隅野波瀬地先 SA 

7/2アカ、ンマホソユピ、ンャコ 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深73~78mで混獲. SA 

7/2ヒメコダイ Chelic/operca hIrundInacea 80mmTL 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深73~78mで混獲. SA 

7/6ミンククジラ 約4m 定置網 下関市南風泊地先 雄 SA 

7/6ギマ 25cmTL 定置網 下関市南風泊地先 SA 

7/9ソデイカ 167mm， 116mm， 116mmML まき網 長門市沖 YG 

7/9ムラサキダコ 59-94mmML まき網 長門市沖 YG 

7/9サケガシラ 120cmTL まき網 長門市沖 YG 

7/9シマガツオ 174mm，196mmTL まき網 長門市沖 YG 

7/9ウミドジョウ Sirembo imberbis 162mm， 113mmTL 桁網 長門市油谷津黄沖 水深88mで採捕 YG 
7/12アカシマホソユピ、シャコ 篭治、 下関市蓋井島西沖 水深73~78mで混獲. SA 

7/16コマチコシオリエビ GaJathea eJegans 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲. SA 

7/16キタンヒメセミエピ GaJearctus kitanoviriosus 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲 SA 

7/16サクラダイ Sacura田町田ritacea 篭源、 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲. SA 

7/16キタマクフ Canthigaster rivulata 75mmTL 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mて、混獲 SA 

7/20ナガハナダイ Pseudanthl'田 eJongatus 85mmTL 篭泊、 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲. SA Pr HH-Pi 00535 

7/20テッポウイ、ンモチ Apogon kiensis 篭漁 下関市蓑井島西沖 水深58mで混獲! SA 

7/20オノミチキサンゴ DendrophyJJia cribrosa 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲i SA 

7/20キタンヒメセミエビ 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲I SA 

7/20アカマンジュウガー Atergatis subdentatus 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲! SA 

7/25カツオ 約100 415-443mmFL 釣り 萩市見島沖 7/24から獲れ始め，数日間継続. YG 

7/25イスズミ Kyphosus vaig/;四 sis I 373mmTL 釣り 萩市見島沖 YG 
7/25ソデ、イカ 8 159-337mmML まき網 長門市沖 YG 

7/25ハリセンボン 92mmTL まき網 長門市沖 YG 

7/25ムフサキダコ 100mmML まき網 長門市沖 YG 

7/25シマガツオ 181mmTL まき網 長門市沖 YG 

7/28オキゴンベ Cirrhitichthys aureus 篭漁 下関市蓋井島西沖 水深58mで混獲. SA 

8/1サザナミフグ Arothron hispidus 30cmTL 建網 下関市蓋井島沖 水深15mで混獲. SA 

8/3イイジマフクロウー Asthenosoma iJjj田ai 5cmCL 篭漁 下関市蓋井島沖 水深40mで混獲. SA 

日/6サケガシヲ I 126cmTL し、か釣り 萩市鯖島西沖 HH Pr HH-Pi 00393 

トー占 8/11コブダイ(稚魚) 222mmTL 刺網 長門市沖 YG 
。コ 8/11フエフキダイ 2 308mm， 266mmTL 刺網 長門市沖 YG 

8/11アカイサキ 4 310-323mmTL 延縄 長門市沖 YG 

8/12イイジマフクロウー 3 5cmCL 篭漁 下関市蓋井島沖 水深40-50mで混獲. SA 

8/12キタマクフ 14cmTL 篭漁 下関市蓋井島沖 水深40-50mで混獲. SA 
8/12キノ、ッソク 22-23.5cmTL 篭漁 下関市蓋井島沖 水深40-50mで混獲目 SA 

8/12ヒフアシカムリ PetaJomera granulata 15mmCW 篭漁 下関市蓋井島沖 水深40日50mで混獲 SA 

8/15タコクフゲ MaA四2四 IndlI田 約5cmBD 素手採捕 長門市只ノ浜 SA 

8/21ユメカサゴ HeJicoJenus hiJgendorff 123mmSL， 159mmTL ばい篭 35
0 
41.01' N， 1310 05.81' E 水深194mで混獲目 SA 

日/23-24エピクラゲ Netrostoma setouchfana 10 15-25cmBD たも網 長門市仙崎大泊地先 海面浮遊 YG 

自/23-24タコクラゲモエヒー Latreutes mucron.世田 30-40 10-20mmBL たも網 長門市仙崎大泊地先
エビタフゲに付随(標本21個体の雌雄比ーーYG
雄日、雌4+抱卵個体3、未熟個体5). 

8/30スナイロタフゲ Rhopuema田 8J11ushi l 20cmBD たも網 長門市仙崎大泊地先 海面浮遊 YG 

8/30カラカサタフゲ Liriope tetraphyJJa 多数 4-8mmBD たも網 長門市仙崎大泊地先 赤潮状になって海面浮遊 YG 

日/28-9/6タコクフゲ 多数 10-15cmBD 視認 長門市{山崎大泊漁港 海面浮遊 YG 

8/31タコクラゲ 多数 3-10cmBD 視認、 長門市油谷久津漁港 YG 

8/31ハナヒーフウオ 2 54mm， 55mmTL 建網 長門市油谷立石地先 YG 

9/1タコクァゲ 85 たも網 下関市豊北町特牛漁港 SA 

9/1タコタフゲ 3 たも網 下関市吉見水産大学校HIJ SA 

9/3エピクラゲ l 定置網 下関市豊北町和久地先 SA 

9/3エピタフゲ 3 視認 長門市仙崎漁港 YG 

9/3ソラスズメダイ Pomacentrus coe!estis 2 30mm， 39mmTL たも網 長門市仙崎大泊地先 YG 

9/3ツムブリ E!.哩'atisbipinnulata 704-866mmTL 定置網 長門市隅野波瀬地先 YG 

日/3ツバメウオ P!.世田!匝'Jra 390mmTL 定置網 深川湾 YG 

9/4コシナガ Tunnus tonggol 235 49-55cmFL 定置網 長門市通地先 YG 

9/10 'yツカサウオ 2 95，136mmTL まき網 長門市沖 YG 

9/10ムラサキダコ 115mmML まき網 長門市神 YG 

9/10ミノカサゴ 251mmTL まき網 長門市沖 YG 

9/10ギマ 250mmTL 底びき網 下関市吉見沖 SA 

9/12タコタフゲ 150 たも網 下関市豊北町特牛漁港 SA 



ト・4
-;] 

12/7シャチブリ 85cmTL 中層びき網 萩市浜

12/13イヤゴハタ 516mmTL あまだい延縄 萩市沖

12/13コモンノ、タ l 625mmTL あまたい延縄 萩市沖

12/13ムツ 2 581mm，600mmTL 沖建網 萩市沖

12/17ヤリマンボウ 153cmTL 定置網 阿武町宇因究ljI尾無浦地先 SA 

12/17 Capsala martinieri Capsala martinierI 20mmTL 定置網 阿武町宇田郷尾無浦地先 ヤリマンボウに体表に寄生. SA 

2013 1/8コモンハタ 品ヲ30cmTL 釣り 長門市沖(沈船魚礁) YG 
1/8テングダイ 323mmTL 定置網 萩市一見地先 YG 
1/12ガンギエイ科の 種(卵殻) 200mmTL lまし、篭 350 40.91' N， 130

0 
58.27' E 水深280mで混獲 SA 

1/16リュウグウノツカイ 434cmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 定置網内では遊泳，取り上げ後死亡 SA Pr SA 

1/31ヒョウモンダコ 萩市浜崎沖 HH Ph HH 

2/3 '7ナマコ(白色個体) Apostichopus japonicus 阿武町奈古漁港 HH Pr HH-Ec 00038 

2/4ガンギエイ科の一種(卵殻) 250mm ばい篭 35
0 
02.20' N， 130

0 

57.78' E 水深480mで混獲. SA 

2/5リュウグウノツカイ 308cmTL 定置網 長門市通地先 定置網内では遊泳，取り上げ後死亡. YG HH 

2/25コモンハタ 446mmTL 延縄 萩市沖 YG 
3/6 '7ダフ 7l9mmTL 磯建網 11M崎湾 YG 
3/11オワンタフゲ Aequorea coerulescens 2 tむ10cmBD たも網 長門市仙崎大泊地先 海面を浮遊 YG 
3/17カスザメ 9 80cmTL 沖合底びき網 見島西沖，農林漁区981-1 まとまって獲れるのは珍しい. SA SA 

3/18ミズダコ 定置網 長門市通地先 YG 
3/20 '7ナガツオ 324mm， 393mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 
3/20ヒレジロマンザイウオ 533mmTL 刺網 萩市沖 YG 
3/24コンベイトウ 75mmSL， 83mmTL ばい篭 35

0 
35.99' N， 130

0 
51.81' E 水深258mで混獲 SA 

4/5イシガキダイとイシダイの交雑個体 約22cmTL 刺網 萩市須佐沖 HH Pr HH-Pi 00548 

4/11アオイガイ 素手採捕 長門市油谷位ケ浜 漂着個体 YG 
4/15ヒョウモンダコ l 26mmML 篭漁 長門市油谷久津漁港 YG 
4/15コウフイマナガツオ Pampus echinogaster 多数 沖合底びき網 萩市見島西沖 YG 
4/14アオイガイ 5~6 素手採捕 長門市只ノ浜 漂着個体，抱卵個体あり. YG 
4/18サメガレイ CJidoderma asoe，πiinum 2 179mm， 432mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 
4/18パパガレイ Microstomus achne 2 360mm， 375mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 



4/18ミズダコ I 約80cmTL 刺網 萩市沖 YG 
4/18アオイガイ 32 素手採捕 長門市只ノ浜~角島大浜 漂着個体 SA 

4/18バンドウイルカ TursIops truncatus 視認、 長門市油谷川尻大浜 群れで確認， SA 

4/22カライワシ 87cmTL 磯建網 油谷湾 YG 
4/16イセエビ Pal1ulirus Japonicus 約30cmTL 磯建網 下関市豊北町角島沖 SA 

5/1フリソデウオ Desmodema polystictum 221mmTL 素手採捕 下関市吉見古宿海岸 漂着個体 SA 

5/9タマガシラ 211mmTL まき網 長門市神 SA 
5/9ノ、タノ、タ 11lmm， 114mmSL ばい篭 35

0 
36.89' N， 1300 51.38' E 水深295mて混獲. SA 

4月中旬~タラシオシーラ属の一種
5月上旬

Tha/assiosira sp. 多数 まき網，定置網 長門市沖~萩市沖 漁網に粘着性浮遊物が大量に付着. YG 

5/13コンペイトウ 80mmSL， 98mmTL ばい篭 350 37.66' N， 1300 56.35' E 水深292mで混獲. SA 

5/14ホテイウオ 1 160mmSL， 212mmTL ば，、篭 35
0 
38.14' N， 1300 51.67' E 水深500mで混獲. SA 

5/15ウメイロ Pa.racaesio xanthura 17 345-448mmTL 刺網 長門市沖 YG 

5/7ホシセミホウボウ Daicocus pete.四em 35cmTL 定置網 長門市通地先 YG 
5/17チョウチンコブ、ン Tokoyo eburnea 2cmCW 萩市相島北沖 SA 

5/17アカシマホソユピジヤコ 12cmTL 萩市中日島北神 SA 

5/23サケガシラ 約lmTL 下関市吉母地先 YG 
5/24サケガシフ 88cmTL 長門市油谷大浦沖 YG 
5/31カタボシイワシ 270mmTL まき網 長門市沖 雄の大型成熟個体 YG 
5/31ウチワエピ(フィロゾ マ幼生) 必'8CUScJIia.tus 46mmTL 船曳網 長門市沖 YG 
5/31コモンハタ 356mmTL 延縄 萩市江崎沖 YG 
5/31コモンハタ 277mmTL 釣り 萩市見島沖 YG 
6/1ホテイウオ 234mmSL， 291mmTL ばい篭 350 44.13' N， 1300 56.96' E 水深675mで混獲. SA 

6/24フリソデウオ 280mmTL まき網 長門市沖 YG 
6/25エピスダイ 185mm， 195mmTL 刺網 萩市沖 YG 
8/5フタリピワガライシ Cyathe!.祖国illaris 篭漁 下関市蓋井島沖 水深50mで混獲. SA 

8/8タコクラゲ 10 約2-7cmBD たも網 長門市仙崎大泊漁港 海面を浮遊 YG 
8/14コモンハタ 2 401mm， 353mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 

8/14メパノレ属の一種 Sbastes唖 数十尾 15-20cmTL 視認l 下関市下関漁港 高水温により雛死した可能性が両い，海 YG 
面を浮遊.

ト.... 日/28ヒレジロマンザイウオ 43.2cmTL 定置網 下関市豊北町和久地先 SA αコ
8月下旬アカウー Pseudocentrotus depressus 多数 5-10cmShW 素潜り 萩湾 海底に豊富死個体が散在. YG 

8月 ~9月カンパチ Serio/a dumeri/i 多数約30cmTL 定置網 長門市地先 YG 

8月下旬~アラメ
9月上旬

Cypraea poraria. 多数 視認 山口県日本海側沿岸 高水温(290C以上)により大量に枯死. YG 

8月下旬~カジメ
9月上旬

EckJonia. cava 多数 視認 山口県日本海側沿岸 高水温(290C以上)により大量に枯死目 YG 

8月下旬~クロメ
9月上旬

Eck/onia kurome 多数 視認l 山口県日本海側沿岸 高水温(29
0
C以上)により大量に枯死. YG 

8月下旬~
9月上旬 ツノレアラメ Ecklonia. stromfera 多数 視認 山口県日本海側沿岸 高水温(29"C以上)により大量に枯死 YG 

9/6ソデカフツパ Ca/appa hepatica 35mmCL たも網 下関市豊北町神田小学校前 アマモ場(砂地)で採捕 SA 

9/17ソデカラッパ 2 車~50mmCW たも網 下関市豊北町神田小学校目1) 水深1mで採捕 SA 

9/24ヨコシ7サワフ Scomberomorus commerson 813mm， 885mmTL 定置網 長門市日 戸地先 YG 
9/24スギ 427-453mmTL 定置網 長門市日 戸地先 YG 
9/24イトヒキアジ Alectis cjjjaris 200mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
9/24ギンガメアジ 208mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
10/2モヨウフグ 134mmTL 小型底びき網 下関市安岡沖 水深20mで混獲. SA 

9/29クマサカフグ L昭ocepha/usJagocephalus oceanicus 370mmTL 延縄 萩市相島西3マイル HH Pr HH-Pi 00549 

10/2イトヒキアジ 255mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 
10/2ヨコシマサワフ 824mmTL 釣り 萩市神 YG 
10/2スギ 689mmTL 刺網 萩市沖 YG 
10/2オキアジ 337mmTL 釣り 長門市沖 YG 
10/2ヨコシマサワフ 1 810mmTL 釣り 長門市沖 YG 
10/4イセゴイ Mega!ops cyprinoides 55cmTL 定置網 萩市一見 HH Pr HH-Pi 00401 

10/12ヤリマンボウ 50-60cmTL 定置網 萩市見地先 HH Pr HH-Pi 00550 

10/13ヤリマンボウ l 50-60cmTL 定置網 萩市大島地先 HH Pr HH-Pi 00551 

10/17~29 マナガツオ 多数約35-40cmTL 定置網，船びき網長門市通地先，仙崎湾 仙崎湾内で獲れたのは初 YG 
10/21 ~28 ウシエビ Penaeus田onodon 10 約20-25cmBL 小型底びき網 下関市安岡沖~吉見沖 水深20~27mで混獲 SA Ph SA 



10/23 "7ダFラトヒ、エイ 1158mmDW 定置網 一嗣市三隅野波瀬地先 SA 
10/24ソウ、ンノ、ギ 1 61cmTL 定置網 萩市大島地先 YG 
10/29イスズミ 6 180-205mmTL 定置網 深川湾 YG 
10/29イトヒキアジ 171mmTL 定置網 深川湾 YG 
10/29アカイサキ 349mm， 406mmTL 刺網 長門市沖 YG 
10/29 "7テアジ AtuJe mate 20 38-43mmTL すくし、網 油谷湾 YG 
10/30ウストンボガイ Terebellum terebellum delicatum 38mm， 39mmShL 小型底びき網 仙崎湾 漁獲時は生存. YG 
11/6イセゴイ 49.5cmTL 建網 長門市仙崎大日比地先 水深8mで混獲. YG 
11/6カタクチイワシ Engraulis ja，凹 '/]Icus 40mmTL すくし、網 油谷湾 金色を呈す. YG 
11/7ツバメウオ 243mmTL 定置網 深川湾 YG 
11/18イトヒキアジ 265mm， 280mm， 300mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 YG 
11/18サケ Oncorhynchus keta 573mmTL 定置網 長門市隅野波瀬地先 YG 
11/27ヤリマンボウ 642mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 SA 

日月 ~11月アカヤガラ Fistulariaρθtimba 多数 70-120cm 定置網 長門市地先 YG 
12/3ヤリマンボウ 730mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 SA 
12/6オオスジハタ(稚魚) Epinephelus latifi出'Clatus 4cmTL 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深35-55mで混獲. SA Ph SA 
12/6ハヤマシャコ QuolJastria gonypeles 7cmTL 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深35-55mで混獲. SA 
12/6アカシマホソユビシャコ 8cmTL 小型底びき網 下関市蓋井島沖 水深35-55mで混獲. SA 
12/9コモンハタ 379mmTL 延縄 萩市沖 YG 
12/日ブダイ Calotomus japonicus 1 21.0cmTL 建網 下関市安岡沖 SA 

12/9ホッコクアカエビ PandaJus eous 2 33.0mm， 33.2mmCL ばい篭
萩市沖 (350 50.60' N， 131。

水深750mで混獲，雌 SA 
08.25' E 

12/23コモンハタ 2 440mm， 536mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 
12/23 Tングダイ 2 306mm， 352mmTL 小型底びき網 萩市沖 YG 
12/24ヤリマンボ、ウ 89cmTL 定置網 阿武町尾無地先 SA 

12/26ツバメウオ 約20cmTL 視認l 長門市仙崎漁港 型自死個体が浮遊 YG 
12/26ヤリマンボウ 83cmTL 定置網 下関市豊北町和久地先 SA 
12/27メイタイシガキフグ Cyclichthys orbicularis 116mmSL 定置網 阿武町尾無地先 SA 

トー占
12/27ネズミフグ 246mmSL， 288mmTL 定置網 長門市日置黄波戸地先 SA 

(.0 12/29セグロウミヘビ Pelamis pJaturus 63mmTL， 108gBW 素手採捕 長門市油谷大浦海岸 第死後間もないと思われる個体が漂着. YG 
*山口県日本海域ではないが，隣接海域であるので参考情報として掲載した。



記珪藻載類種リスト(五十音順)
ハヤマシャコ QuoJJastria gonypetes 

タラシオシーラ属の一種 nらaJassiosirasp. ヒキガニ Hyas coarctatus 

藻類 ヒラアシカムリ PetaJomera granuJata 

アラメ Eisenia bicyclis ヒラアシクモガニ PJatymaia aJcocki 

カジメ EckJonia cava ヘイケガニ Heikeopsis japonica 
クロメ EckJonia kurome ホッコクアカエピ PandaJus eous 
ツノレアラメ Ecklonia stronifera 赫皮動物

線虫類 アカウニ Pseudocentrotus depressus 
CapsaJa martinieri Capsala martinieri イイジマフクロウニ Asthenosoma出mai
海綿動物 イイジマフクロウニ属の一種 Asthenosoma sp. 
カイロウドウケツ属の一種 EuplecteJJa sp. オキノテヅルモヅル GorgonocephaJus eucnemis 
刺胞動物 カスリマクヒトデ Pteraster短'sseJatus
アカクラゲ Chrysaora pacifica カンムリヒトデ属の一種 Coronaster sp. 
アザミヤギ属の一種 Echinomuricea sp. トゲザオウニ Goniocidaris biseriaJis 
ウリクラゲ科の一種 Beroidae gen. sp. マナマコ(白色個体) Apostichopus j耳ponicus
エビクラゲ Netrostoma setouchiana ヤツデ、スナヒトデ Luidia macuJata 
オキクラゲ PeJ.旦'gianoctiJuc自 ラッパウニ Toxopneustes piJeolus 
オノミチキサンゴ DendrophyJJia cribrosa 魚類
オワンクラゲ Aequorea coeruJescens アイブリ SerIolIna nIgrofascIata 
カミクラゲ Spirocodon saJtatrix アオザメ Jsurus oxyrnchus 
カラカサクラゲ Liriope tetraphyJJa アオブダイ Scarus ovjfrons 
クサビセンスガイ属の一種 Truncatoliabellum sp. アカイサキ Caprodon schlegelII 
ピゼンクラゲ(スナイロクラゲ) RhopiJema escuJentum アカグツ HaJjeutaea stellat.邑
タコクラゲ、 Mastigas papua アカハタ EpInephelus fascIatus 
ノ¥ナガサクラゲ Olindias formosa アカヤガラ FistuJaria petimba 
ヒクラゲ Morbakka viruJenta アゴアマダイ Opistognathus hopkinsi 
ヒトモシクラゲ Aequorea macrodactyJa アズマハナダイ PJectranthias keJloggi aZUL宣釦us
フタリピワガライシ CyatheJia axiJJaris アブラツノザメ SquaJus acanthias 
へンゲクラゲ Lampetia pancerina アマダFイ科の一種 Branchiosteggidae gen.巴tsp. 
環形動物 アミモンガラ CanthIdermIs maculata 
カザリピル Trachelobdella Jivanovi アラレフグ Arothron caeruJeopunctatus 

軟体動物 イシガキイシダイとイシダイの交雑種 OpJegnathussp. 
アオイガイ Argonauta argo イスズミ Kyphosus vaigiensis 
アメブラシ科の一種 Aplysiidae gen. sp. イセゴイ Megalops cyprInoIdes 
アヤメダカラ Cypraea poraria イタチザメ GaJeocerdo cuvier 
ウストンボガイ Terebellum terebeJJum deJicatum イッセンタカサゴ、 PterocaesIo tn7Ineata 
ウチワカンテンカメガイ Corolla spectabilis イッテアカタチ Acanthocepola Jjmbata 
クリイロカメガイ CavoJinia uncinata イトヒキアジ AlectIs cI7Ians 
ソデイカ Thysanoteuthis rhombus イヤゴハタ EpInephelus poecIlonotus 
トピイカ Steniteuthis ouaJaniensis ウスパハギ Aluterus monoceros 
ナシジダカラ Cypraea (Mauritia) JabroJineata ウミテング Eurypegasus draconis 
ハダカゾウクラゲ Pterotrachea coronata ワミドジョウ Sirembo imberbis 
ハナデンシャ KaJinga ornata ウメイロ ParacaesIo xanthura 
ヒメゾウクラゲ Pterotrachea coronata エゾイソアイナメ PhysIculus maxImowIczI 
ヒメマダラウミウシ Dendrodoris guttata エピスダイ OstIchthys japonIcus 
ヒョウモンダコ HpaJochlaena lasciata オオカズナギ Zoarchias majoI 
ミズダコ Octopus (Enteroctopus) do.琵eIl1I オオスジハタ(稚魚) EpinepheJus Jatilasciatus 
ムラサキダ、コ Tremoctopus vioJaceus オキアジ UraspIs helvola 
ヤクシマダカラ Cypraea (Mauriti.めarabicaarabico オキキホウボウ Satyrichthys moJuccensis 

ヤサガタハダカカメガイ Pneumodema atJanticum pacificum オキゴンベ Cirrhitichthys aureus 
ヤマトメリべ MeJibe japonica オキセミホウボウ DactyJoptena giJberti 
ユウレイイカ C万iroteuthls(ChIrothauma) pIctetI オニオコゼ、(黄金色型) InImIcus j号ponIcus
節足動物 オニカマス Sphyraena barracuda 
アカシマホソユビPシャコ Faughnia haani カゴカキダイ Microcanthus strigatus 
アカマンジュウガニ Atergatis subdentatus カスザメ SquatInaj号ponIca
イガグリホンヤドカリ Pagurs constans カタクチイワシ EngraulIs japonIca 

イセエビ Pan凶'ir，日sjaponicus カタボシイワシ SardInella lemuru 

ウシエビ Penaeus monodon カツオ Katsuwonus peJamis 

ウチワエビ(フイロゾーマ幼生) Jbacus ciJiatus カマスサワラ Acantho巳ybIumso1.担金t
オオキンセンモドキ Mursia micro.号pina カライワシ Elops hawaIensIs 
キタンヒメセミエビP GaJearctud kitanoviriosus カラスエイ Pteroplatytrygon vIolacea 
コブ〉セミエビ、 Scyllarides haani ガンギエイ科の一種(卵殻) Rajidae g巴n.et sp. 
コマチコシオリエビ、 Galathea eJegans ガンコ Dasycottus setiger 
ソデ、カラッパ CaJappa hepatica カンパチ SerioJa dumen7i 
タコクラゲモエピ Latreutes mucronatus キアマダイ BranchIostegus auratus 
チョウチンコブシ Tokoyo eburnea キアンコウ Lophius JituJon 
トウヨワホモラ Homola orientaJis キアンコウ(稚魚) Lophius JituJon 
トゲ、サケエピ Parapenaeus JanceoJatus キタマクラ Canthigaster rivulata 
トゲノコギリガザミ Scylla paramamosain キハダ Thunnus aJbacares 
ハクセンエビ PJesionika ormanni キノ、ッソク DIploprIon bIfasCIatum 
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ギマ

ギンガメアジ
クマサカフグ、

クラゲウオ(稚魚)

クロヌタウナギ

ケムシカジカ

コウライガジ

コウライマナガツオ

コシナガ

コツキノワガレイ

Triacanthus bIaculeatus 
Caranx sexfascIatus 
Lagocephalus lagocephalus oceanIcus 

Psenes arafurensIs 
Eptatretus atamf 

HemItripterus vjJlosus 
Zoarces gjjljj 

Pampus echinogaster 
Tunnus tonggo1 
Samariscus xenicus 

コバンザメ EchenθIjs naucrates 
コブ、ダ、イ(稚魚・成魚) SemIcossyphus retIculatus 

ゴマフグ Takjfugu stictonotus 
コモンハタ Epinephe1us epistictus 
コンペイトウ EumIcrotremus asperrImus 
サクラダイ Sacura margaritacea 
サケ Oncorhy，刀chusk，θta 
サケガシラ TrachIpterus IshIkawaθ 
サケヒ守クニン複合群サケビクニン型 Car，θproctusrastrinus species complex 
サケヒ、クニン複合群ザラビクニン型 Careproctusrastrinus species complex 

サザナミフグ Arothron hIspidus 
サメガレイ CJjdoderma aspθ'rrimum 
シキシマハナダ、イ CallanthIas japonIcus 

シマガツオ Brama japonIca 
シマスズメダイ Abudefdufson方dus
シャチブリ Atθ.Jeopus japonIcus 
シロカジキ !stIophprus IndIca 
シロシュモクザメ 争'hyrnazyga印 a

ジンベエザメ RhIncodon typus 
スギ Rachycθ刀troncanadum 
スジアラ P1ectropomus 1eopardus 
スミツキアカタチ Cepo1a sch1eg，θ'lIi 
センニンフグ Lagocephalus scθ/θ'ratus 
ソウシノ、ギ AlutθTU五scrIptus
ソコイトヨリ N.θmIpterus bathybIus 
ソラスズメダイ Pomacentrus coe1estis 
タキフグ TakIfugu oblo刀'gus
タナカゲンゲ Lycodes tanakaθ 
タマガシラ ParascolopsIs Inθ'rmIs 
チゴダラ Physicu1us jap口刀'icus
ツバクロエイ Gym刀urajapo刀'1ca

ツバメウオ Platax tθ向
ツムブリ E1agatJ"s bipinnulata 
テッポウイシモチ Apogon kiensis 
テンガイハタ Trachipterus trachipterus 
テングダイ EvjstIas acuuケ'Ostris
テング、チョウチョウウオ Chaetodon se1，四 θ

トゲヨウジ Sy，刀'gnathojd，θsbIaculeatus 
ドチザメ 刀iak1Ssc〆h・um
トピエイ Aのヴ/jobatIstobljeI 
ドブカスベ Bathyraja smirnovi 
ナガハナダ、イ Pseudanthias e10ngatus 
ナガユメタチモドキ Assurger anzac 
ナツハリゴ、チ(稚魚) Hop1ichthys 1angsdorffi 
ヌノサラシ Grammistes sex1ineatus 

ネズミフグ Diodon hystrix 

ノロゲンゲ Bothrocara ho11andf 

バショウカジキ fstjophorus platypterus 

ハタハタ
ノ、チピキ
ノ、、ッメ

ノ¥ナビラウオ

パパガレイ

ハマフグ

ノ¥リセンボン
ノ、リタ守シエビス

ビクニン

ヒゲダイ

ヒメイトマキエイ

ヒメコダイ

Arctoscopus japonicus 

Ery，throcles schlegeljj 
Sebastes owstoni 

Psenes pellucfdus 
Microstomus achne 
Tetrosomus reipubJjcae 

DIodon holocanthus 
Au1'Otrachichthys pr'Osthemius 

Liparis tesse11atus 

日号palogenyssennIn 
M'Obu1a thurst'Oni 
Che1id'Operca hirundinacea 

ーよりL

ヒメシマガツオ

ヒレジロマンザイウオ

フェフキダイ

ブダイ

フリソデウオ
ベニカワムキ

ヘリグロアカグツ
ホシセミホウボウ

ホテイウオ

マアジ

マダラ

マダラトピエイ

マツカサウオ

マツダイ

マテアジ

マナガツオ

マルイボダイ
ミジンベニハゼ、

ミノカサゴ

ムツ

ムラサキシャチブリ
ムロアジ

メイタイシガキフグ

メジロザメ属の 種

メバル属の一種

モヨウフグ

ヤマトコブシカジカ

ヤリマンボウ
ユメカサゴ、

ユメタチモド、キ

ユリウツボ

ヨコシマサワラ

ヨコスジカジカ

ヨシキリザメ

リュウグウノツカイ

リュウグワノヒメ

胞虫類
アオウミガメ

アカウミガメ
セグロウミヘビ、

晴乳類
オウギハクジラ

カマイノレカ
ゴ、マフアザ、ラシ

シャチ
バンド、ウイノレカ

ミンククジラ

Br.釘nadussumIeri 

TaractIchthys steIndachneri 
Lethrinus haemat'Opterus 
Calotomus japonkus 
Desmodema pofystIctum 
Triacanth'Odes an'Oma1us 
Ha1ieutaea sp.l 
Daic'Ocus peterseni 
AptocycJus ventric'Osus 
Trachurus jap'Onicus 

Gadus macrocephalus 
Aetobatus narInarI 
M'On'Ocentris jap'Onica 

Lobotes surInamensJS 
Atufe mate 

Pampus punctatJssjmus 
Ari'Omma indicum 

LubricogobIus exIguus 
Pter'Ois 1unu1ata 
Sc'Ombr'Ops b'O'Ops 

Ate1eopus purpureus 
Decapterus muroadsi 
CycJichthys '0めicu1aris
Carcharhinus sp・
Sebastes sp. 

Arothron stellatw 
Mafacocottus gIbber 

Masturus lanceolatus 
Helicolenus hilgendo泊i
Ev'Oxymet'Op'On taeniatum 

Gymnothorax prIonodon 
Sc'Omber'Om'Orus c'Ommerson 
Hemi1epid'Otus gi1berti 
Pri'Onace glauca 

Regalecus russellII 
Pterycombus petersjj 

Che1'Onia mydas 
Lepid'Oche1ys olivacea 
Pe1amis p1aturus 

Mes'Op1'Od'On stejnegeri 
Lagen'Orhynchus 'Ob1iquidens 

Phoca largha 
OrcInus 'Orca 
Tursi'Ops truncatus 

Ba1aen'Optera acutorostrata 
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山口県日本海沿岸域におけるメダイの食性(短報)

河野光久

Feeding Habits of Japanese Butterfish， Hyperoglyphejaponica， in Coastal Waters off 

Yamaguchi Prefecture in the Southwestern Sea of Japan (Short paper) 

Mitsuhisa KAWANO 

Feeding habits of Hypef・'Oglyphejaponica at young and adult stages were studied from the stomach 

contents of 75 specimens collected in coastal waters off Yamaguchi Prefecture， southwestern Sea of 
Japan during 2008-2010. Zooplankton was the only food consumed by this species. The young and 
adult fish fed on mainly copepods and amphipods. 

Key words : H.アperoglyphejaponica:Feeding habit: Southwestern Sea of Japan 

メ夕、イ時peroglyphejaponicaは1997年頃から山口県

日本海沿岸域にまとまって漁獲されるようになった魚

種である 1)。著者は本海域における本種の資源生態に

ついて研究を行い，これまで稚魚の出現2)，分布3)，年

齢・成長4)，成熟・産卵5)，及び漁獲実態6)を明らかに

してきた。しかし，生態学的知見として重要な食性に

ついては未報告である。本種の食性に関しては，太平

洋側では四国沖，相模灘，伊豆諸島近海の未成魚・成

魚について報告されているものの叫，日本海側では山

口県沿岸域の稚魚の食性が報告されているだけである

10)。そこで，本報では山口県日本海沿岸域における未成

魚・成魚の食性について報告する。

研究に用いたメダイは2008年5月から2010年7月に

山口県日本海沿岸域で釣りまたは刺網で漁獲された未

成魚・成魚(尾文長367~ 760mm) 74個体である。標

本は尾叉長，体重を測定した後，解剖して胃を取り出

し，実体顕微鏡下 (x20~40) で餌生物を観察した。

胃内容物の組成は出現頻度法で示した。

胃内容物として確認されたのは，くらげ類破片，介

形類，かいあし類，端脚類，十脚類幼生，不明甲殻類破

片，ウミタル類，サルパ類，巻貝幼生，多毛類幼生，無

脊椎動物卵，魚卵，稚仔魚で，すべて小型の浮遊動物で

あった CTable1)。このうち調査期聞を通じて比較的出

現頻度が高かったのは，カイアシ類と端脚類であった

CTable 1)。稚仔魚が出現したのは2008年12月12日の

みで，出現した稚仔魚はカタクチイワシとタチウオと

同定された。

本研究結果を伊豆諸島海域7-9)における調査結果と

比較すると，メダイの胃内容物として両結果とも底生

動物は出現せず，小型浮遊動物のみ出現したことは共

通している。しかし，後者では深海性で生物発光する

種が多かったのに対し，前者では深海性種は出現しな

かった。このような相違は，メダイの生息水深が伊豆

諸島海域で、は200~300m である 7-9) のに対し，本海域

では 70~130m と浅い 3) ことに起因していると考えら

れる。また，本海域における未成魚・成魚の食性を稚

魚のそれと比較すると，稚魚ではくらげ類と思われる

生物の破片が比較的多く出現している 10)が，未成魚・

成魚ではくらげ類以外のカイアシ類や端脚類の出現頻

度が高かった。このことは稚魚期には流藻に付随し表

層で生活するため餌生物も表層性種の出現頻度が高く

なるが，未成魚・成魚期には主な生活域が中層から底

層となる 3)ため，餌生物も表層域に生息するくらげ類よ

りも中層から底層に生息する浮遊動物の出現頻度が高

くなることを示すものと推察される。
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Tab1e 1. Stomach content comoosition (唱)*of Taoanese buttefish. Hvoerof!lvohe均OOfll・C8.
Date Aug.5，2008 Dec.12，2008 Jan.21，2009 Feb.6，2009 
Fishing method Ang1ing Gi11 net Ang1ing Gi11 net 
No. of specimens examined (A) 3 31 8 12 
Fork 1ength (mm) 456-585 367-544 625-690 507ー760
No. of specimens wi th empty stomach (B) 0 2 1 0 
Emロtvstomach略 (100XB/A) 0.0 6.5 12.5 0.0 
Stomach contents 
HYDROZOA Unidentified hydrozoa 
CRUSTACEA Ostracoda 

Copepoda 33.3 3.2 
Amphipoda 16. 1 
Decapoda 1arvae 

Unidentified crustacea 
THALIACEA Do1io1ida 66.7 

Sa1pida 
GASTROPODA Gastropoda 1arvae 
POLYαlAETA Po1ychaeta 1arvae 
Invertebrate eggs 
PISCES Fish eggs 

Fish 1arvae 
Unidentifiab1e di耳estedmatters 38. 7 
*Percentage occurrence of food items. 
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アサリ着底稚貝におけるカオリンの成長促進効果

岸岡正伸

Effect of Kaolin Clay on Growth of J uvenile Ruditapes phililフ'Pinαrum

Masanobu KISHIOKA 

In recent years， annual catch of Short-neck clam， Ruditapωphil伊'/)inaruminhas been drastically reduced 
around the coastal area of Yamaguchi Prefecture. In order to recover the catches， seedling stocking has 
been attempted energetically. 
But any seedling produced from other area or country have risks of pest contamination and invasion 
of ecosystem disturbance organisms. So artificial se巴dlinginherited local species around Yamaguchi 
prefecture has been required. 
In order to commercialize aquaculture using artificial seedling， there is a need to minimize the 
production cost of seedling. Especially to shorten the production period by promoting the growth of 
clams is thought to effective 
V. M. Bricelj 1) reported growth enhancement by the addition of silt to an algal diet in mussels， surf 
clams， and oyst巴rs.So the effect of silt on growth of juvenile Short-neck clam(SL: 0.3~0.86mm) was 
investigated in the laboratory using the mixed suspension of algae (Nannochloropsis sp. and Pavlova 
lutheri) and acid washed Kaolin powder 
About 20% of growth-promoting effect can be expected by the addition of 10mg / L kaolin in the case 
of O.3mm in shelllength. 

Key words : Ruditapes philippinarum; Kaolin; Growth; Silt 

本県のアサリ漁獲量は近年激減しており、種苗放流

による漁獲量の回復が試みられている。放流用の種苗

は生態系に対する安心・安全を確保する観点から国産

の種苗が、とりわけ新たな有害生物混入リスクのない

地元産アサリによる人工種苗が求められる。

アサリのような安価な二枚貝の人工種苗による増養

殖を事業化させるためには、生産コストを最小限に抑

える必要がある。特に人件費を抑制するためにはアサ

リの成長を促進することにより生産期聞を短縮させる

ことが有効と考えられる。

一方、二枚貝はヨーロッパイガイ2)やカキ1)等、種

によってセジメント(シルト)が成長を促進することが

知られている。一方では、ホンピノスガイのようにセ

ジメントを添加しても成長促進効果が見られない種も

報告されている九

アサリ漁場の底質中の粒径印刷未満のシルト分の割

合は、例えば東京湾で20-30%3)、熊本県緑川河口干潟

で3~40%の範囲のであるとされる。また、泥分50%

以上の場所でも生息可能といわれている 4)。一方で、は、

アサリは醸質や、底質から完全に切り離した垂下篭の

中でも成育する。このように、アサリの成育は底質に

あまり左右されないものの、多少なりともシルト分の

存在する海域に多く成育していることから、着底初期

など、限られた育成段階においてシルト分を必要とし

ている可能性がある。

そこで着底直後~着底して30日程度経過した人工育

成員を用いてシルト(カオリン)の添加効果の有無を調

べるとともに、その有効な添加濃度について検討した。
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材料と方法

試験は 2012年6~12月にかけて、 5回実施した。供

試貝は2012年5月23日(試験1、3、5)、2012年10月

10日(試験2)、及び10月18日(試験4)に採卵・受精

した育成貝を使用した。供試する貝のサイズは、比較

的減耗の大きい着底直後(平均殻長300~340μm)、お

よび減耗の少なくなる着底後1O~33 日目(平均殻長

480 ~860μm) の 2段階とした。試験開始時に lk/!容量

の飼育水槽からサイフォンで稚員を回収し、オープニ

ング、 100~300tmlのナイロンネット上に集めて、その上

から精密ろ過海水をかけて十分洗浄して異物を除去し

た後、界線のはいったスライドグラス上で計数して使

用した。

飼育水槽は30.e容量のポリカーボネート水槽を5基
使用し、精密ろ過海水を25.e満たして微通気を施した。
飼育海水は3日に1回、水量の1/2を交換した。稚貝

はそれぞれ1，000(2回目、 4回目、 5回目は1，500)個体

ずつ計数して移し入れた。なお、試験2，3については

飼育水温を室温としたが、試験1，4，5については飼育

水温をウォーターパスで200Cfこ加温した。試験開始か

ら10日後に稚貝をすべて回収し、成長や生残数を調べ

た。

餌料として1日1回、ナンノクロロプシスを殻長0.3

~0.5mm まで飼育水 lml 当たり 140，000 ~ 160，000細

胞、 0.5~ 1.5mm まで 160，000~ 900，000細胞、パブロ

パを殻長0.3~0.5mm まで 17，000~30，000細胞、 0.5

~1.5mm まで 30，000 ~ 60，000細胞の濃度で投与した。

添加するシルトとして市販の精製粉末カオリン

(Kaolin :Acid Washed Powder (USP)、平均粒径1.4μm)

を使用した。カオリンの1回あたりの添加濃度はO(対

照)、 1mg/.e、10mg /.eの3段階とした。添加した
カオリンの大半は添加後1~2 日で大半が水槽の底に沈

殿してしまうため、この2段階の濃度を1回だけ添加す

る試験区と試験期間中に5回添加する試験区とを設け

た(Table1)。

Table 1 lnitial parameters of test juveniles， additive concentration of kaolin ， mean water temperature， 
and concentration of food algae in the rearing water. 

Trial 

Initial parameters of test 

jiveniles 

Day old Shell 

after length 

fertilization (um(SD)) 

24 298(41) 

Test 

period 
Inds. 

2012.6.16 
1，00。

.....6.26 
2012.11.8 

1，500 29 337(37) 
.....11.18 
2012.6.27 

1，000 35 483(120) .....7.7 
2012.12.15 
:::;î~t25~U 1，500 58 631(131) 

2012.7.8 
1，000 46 860(230) 

.....7.18 

Concentratin of Concentration of food 

kaolin Mean a19ae (cells/ ml / day) 
W.T. 

Kaolin Kaolin COC) Pavlova Nannochlor-
(mglL/day) (mgι) lutheri opsis sp. 

21.7 17，000 136，000 

0.....10 

(0，1，10) 

20.1 20，000 160，000 
0.....50 ……刷剛山間間……

(0，1，5， 22.8 30，000 240，000 
10，50)一一一
20.4 30，000 240，000 

24.1 60，000 480，000 

結果および考察

5回の試験ともカオリンの添加の有無により生残率に

顕著な差異は見られず、試験した濃度・頻度の範囲に

おいてカオリンを添加しでも生残率に大きな差は見ら

れなかった (Table2)。

次に成長について見ると、添加量lmg/.eの試験
区では無添加区とほぼ同様の成長を示し、成長差は見

られなかった。しかし、試験1，2， 4では、カオリンを

総量で1O~50mg/.e添加すると有意に成長が高まる
傾向が伺えた。特に、着底直後の稚貝を用いた試験区

1， 2 ではカオリンを1O~50mg/ .e添加すると無添加
区に比べて成長量が34~122%高まった。試験区3 は、

カオリンを総量で5mg/.e添加した区で有意差が見ら
れたものの、他の添加区で、は有意差は見られなかった。

試験区5ではカオリン添加による成長差は全く見られ

なかった (Table2， Fig.l)。

成長効果が不明瞭、または全く見られなかった試験

区3、5は、稚員の成長速度が他の3試験区に比べると

明らかに高く、稚貝の活'性や飼育水中の何らかの環境

条件が異なっていたのかもしれない。

この結果、着底直後の稚貝に対してカオリンを10mg

/.eの濃度で1固または複数回添加することにより、平
均殻長で20%程度の成長促進効果が期待できると考え

られた。また、一度に全量を添加する方法で十分効果

が認められた。カオリンは添加後1~2 日でその大半が

po 
ワ
μ



水槽の底に沈殿し底面が白く着色する。稚貝はこの中

に半ば埋まった状態で生育していた。なお、試験2、4

に見られるように稚員の成長が比較的悪い場合に使用

すると効果が発現しやすい可能性もある。

これまで、ヨーロッパイガイ2)やカキ1)等では、シ

ルトの添加が成長を促進することが知られている。例

えばヨーロッパイガイではセジ、メント濃度12.5mg/.l! 

で32~64%、タイセイヨウチピウバガイで、は8mg/ .l!

で58~98%の成長促進効果があるとされている 1)。

アサリに対するシルトの添加効果については、これ

まで、報告例がないため不明であったが、今回の試験で

少なくとも着底初期においては成長が促進されること

が明らかとなった。アサリは漉水量測定のためにベン

トナイト等のシルトを添加すると1O~20mg/.l!に達

する頃から擬糞の排出が顧著になることが知られてい

る6)。今回の試験では一回の添加量を10mg/.l!以下と

し、それらを強制的に鯨濁させることなく徐々に沈殿

させていることから、カオリンの多くが擬糞により排

出されることなく消化管に取り込まれたと考えられる。

カオリンは精製された鉱物質であるから栄養成分を

含まない。従ってアサリの成長を促進する作用機序と

しては、アサリの成長を促進する成長物質がカオリン

に吸着されて取り込まれたり、カオリンが胃内に滞留

することで他の有効成分の消化・吸収を助長すること

が考えられる。なお、今回の試験では、カオリンの大

半が沈殿した状態でも効果が見られたことから、カオ

リンが底質として何らかの役割を果たしていた可能も

ある。

本研究は、平成23~25年度の農林水産技術会議の

公募型研究「農林水産業・食品産業科学技術研究推進

事業」において、「遊休クルマエピ養殖池を活用したア

サリ増養殖技術開発」として実施した。

Table 2 Survival rates， mean shell length， growth in shell length during test period， and growth 
effect of kaolin. 

Total Final (10days) parameters of test juvenile 
concentration 

Trial ---~fi~~li~--- Survival Shelllength Growth in shell Growth 
(~-g/L)- rate(%) (llm(SD)) length(llm) effect(%) 

o 66.0 381 (79) 83 0 
1 64.0 373 (54) 75 ・10

1 5 64.5 445 (90) 147 77 
10 68.1 482 (82) 184 122 
50 68.5 447 (71) 149 80 
o 91. 7 582 (124) 245 0 
1 94.5 598 (132) 261 7 

2 5 86.3 603 ( 93) 266 9 
10 93.5 689 (119) 352 44 
50 89.2 665 (118) 328 34 
o 67.8 909 (277) 426 0 
1 77.2 857 (179) 374 ・12

3 5 65.6 1，041 (244) 558 31 
10 64.2 1，003 (208) 520 22 

，!?，Q....，...................................，............7..9 .. :J......................J..I..9，Q.9..........G~ .. ?，!?，)...............................................，............!?J .. 7.........................................................~.1 
o 87.9 781 (167) 150 0 
1 92.3 807 (194) 176 17 

4 5 91.2 785 (159) 154 3 
10 88.6 846 (157) 215 43 

50…...................................~.!.:，~..............................J?，7.~............(!..~，ω241 … 61 …醐
o 79.5 1，400 (419) 540 0 
1 74.3 1，413 (497) 553 2 

5 5 74.4 1，437 (441) 577 7 
10 79.3 1，296 (393) 436 ・19
50 77.5 1，417 (396) 557 3 

ヴ
，
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本研究を実施するにあたり、有益など助言を賜りま

した農林水産実用技術開発事業、専門プログラムオフィ

サーの閲 哲夫博士に感謝致します。
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Fig.l Effect of kaolin-clay on growth in shelllength 
(*: pく0.05).
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植野川に生息するヤマトシジミについて

村田実・小n[強・岸岡正伸・鹿野陽介・金井大成・和西昭仁・茅野昌大

A Fisheries Biological Study of the Brakish Water Clam， Corbicu/'αjaponic仏

in the Fushino River 

Minoru MURATA， Tsuyoshi OCAWA， Masanobu KISHIOKA， Yosuke SHIKANO， 

Taisei KANAI， Akihito WANISHI and Masahiro KAYANO 

To clarify the distribution， the spawning season， the age and growth， the stock abundance of the 
brackish water clam Corbicula j・αrponica，we conducted a field survey on the brackish area of the Fushino 
River， Yamaguchi Prefecture， ]apan from April 2014 to March 2015. The results of this survey revealed 
that the area of distribution and population density decreased significantly compared with 2000's. 
The spawning season of this species was observed from late May to late September by monthly changes 
in conditioning indices. Bertalanffy's growth equation obtained from the analysis of shelllength 
frequency was shown as Lt = 58.23 (1_e-0.09014Cト 063945)). In addition， it took five years to attain 25mm 
shelllength， a minimum fishing size. The stock abundance of c. japonica in the Fushino River was 
estimated by two di釘erentmethods ， the Delury's method and the quadrat area method. The amount of 
stock of commercial size and the exploitation rate was estimated to be 18.0 to 25.8 tons， 0.38 to 0.55， 
respectively. The estimate ofthe catch effi.ciency by the hand dredge net (Shijimi ]oren) for the brackish 
water clam was given 0.65 by the experiment dredging survey. The value of 50% selection shelllength 
and the range of selectivity by the Shijimi ]oren for the the brackish water clam were estimated to be 23醐
and 3mm ， respectively. The present status of the stock was assessed based on the YPR (the yield per 
recruitment) . These result suggest that it is feared that this species will be overfished， it is particularly 
important to reduce the fishing effort. The exp巴rimentsof the artificial induction of spawning and the 
artificial cultivation of the brackish water clam were attempted， it is important to obtain the quality 
adults and to more exactly determine the timing of spawning periods for the production of a large 
amount seeds . 

Key words : Corbiculajaponica; Shijimi ]oren; Stock assessment; Artficial seed production 

植野川は、山口市のほぼ中心部を北東から南西方向

に流れ、途中いくつかの支流と合流して山口湾に流れ

る二級河川である。その流域長は約30km、流域面積は

約322kn1、県内で4番目に大きい河川である。

山口県でヤマトシジミが漁獲される河川は、植野川

のほか吉田}II(木屋川下流部)、厚狭川、粟野川などが

ある。

統計値1)の内水面異類漁獲量は、昭和53年の72トン

が山口県の最大である。河川別に漁獲量が明らかにさ

れている昭和田年から62年の植野川の漁獲量は、 35
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~51 トンで県全体の91~97% であった。

平成12年の大量舞死によって、植野川のヤマトシジ

ミ漁獲量は一時数十キロまで落ち込んだ。その後、漁

獲量はやや回復し、植野川漁協資料2)によると、平成

18年から24年は0.3トンから10トンで推移している

(Fig.1)。

植野川のヤマトシジミは、地域のブランド産品とし

て人気が高く、高価格で取り引きされる貴重な漁業資

源である。

全国の主要なシジミ産地のなかでも河川のヤマトシ



ジミ漁獲量は、大きく減少する傾向にある 3)。植野川の

漁獲量も減少傾向にあり、適切な資源維持ならびに増

殖方策が求められている。

80 J 1978 72t 
70 

60 

:3 50 

き巳司」 40 
30 

20 

10 。
1975 '80 '85 '90 '95 '00 '05 '10 

Fig.1. Yearly catch of the freshwater fishery shellfish 
in Pref. Yamaguchi from 1975 to 2003 (Open 
circles) and yearly catch of the brackish water clam， 
Corbicula japonica in the Fushino River from 2006 
to 2013 (Closed circles) based on the data of 
Fushinogawa Fisheries Co-operative Association. 

山口県におけるヤマトシジミに関する調査は、 2000、

2001年に大量へい死が発生した植野)114)および吉田川

町において行われている。最近では2012年に吉田川と

錦川6)で、行った調査がある。

本報告は、 2013年から2014年にかけて植野川で実施

したヤマトシジミ分布生態調査と資源調査の結果から

必要な増殖方策を検討したものである。

材料と方法

分布調査と環境調査は、植野川では船倉橋から百間

橋までの聞に8調査点を設けた。また、干見折川では

干見折橋付近に1調査点を設け CFig.2)、平成24年5月

から翌年3月まで原則毎月1回調査を行った。なお、環

境調査のうち水質調査の一部は、平成24年4月に開始

した。干見折川は、植野川と河口域で合涜し梅野川漁

協の漁業権区域である。

浮遊幼生調査は、 Fig.2に示した橿野川の調査点で行

い上流側の調査範囲は東津橋までとした。

分布および環境調査の調査時間帯は、干潮時の約2時

間、浮遊幼生調査は満潮時の約1時間であった。

本報告では、植野川について便宜的に調査点2，3を下涜

域、 4，5，6を中流域、植野川大橋より上涜の7，8，9を上流

域とした CFig.2)。

分布調査は、 25cm方形枠を用いて深さ 10~15cm の

採泥中から2mmメッシュの簡で癒した底生生物を採集し

た。持ち帰った試料中シジミ類は、全数生物測定(殻長、

殻幅、殻高、体重、身湿重量および殻重量を計測)し、

他の底生動物は種類と個体数を記録した。

浮遊幼生の採集は、 6月から10月までの問、ほぽ2

週に1回の頻度で計13回実施した。橋上から採集可能

Higashizu BriQ.~ 

I十¥Sanyo Shinkansen 

RIShinO River 

Sanyo Main Line 

図 tFunakura Bridge 
⑨ 
.....rFutashima Weir 

Midstream area 

Downstream area 

500m 

Fig.2. The location of Fushino River and the Himiori 
River. The marks indicate the sampling stations. 
o : sampling stations and station number 
図:Sampling station of Planktonic larvae 

な調査点では、口径34cm目合100μm側長95cmのフ。ラン

クトンネットの鉛直曳きで各点2回採集した。また、川

岸の調査点では、エンジンポンフ。で表層水の表面と水

深約50cmの2層を各100.e汲みあげ目合60μのネット
で摘した。 採集試料は、現地で中性ホルマリン 3~5%

を加えて保存した。後日、目合100μmのネットで液し顕

微鏡下で浮遊幼生を確認した。

環境調査項目のうち水温、塩分、 PH、溶存酸素は

HORIBAマルチ水質チェッカーU51で計測した。
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植物プランク トン分析用試料は、 500meポリ瓶に採

水し中性ホルマ リ ン 1~ 1.5%を加えて冷蔵保管した。

試料は静置後沈殿量を計測し、標準プランクトン計数

板を用いて種類別細胞数を計数した九

底質の粒度分析は、湿式ふるい分け法(乾燥減量は

1l00C 24時間)、強熱減量は6500C2時間の強熱、 COD

はアルカリ性過マンガン酸カリウムーヨウ素滴定法、

また、硫化物は検知管法で分析した。

ジョレン(鋤簾)の試験操業は、調査点5から6の聞

の漁場で実施した。試験回次ごとに、操業範囲の四隅

に高さ 1mの鉄筋杭(o10mm)を設置し、その範囲内
を繰り返し操業し漁獲されたシジミとジョレンから抜

け落ちたシジミを持ち帰った。

また、漁協に出荷されたシジミの殻長組成と成熟状

況を調査するため定期的に漁獲物調査を行った。入手

したシジミの一部は採卵試験に用いた。漁獲物調査は

6月から翌年3月まで、 1 ~4回/月の頻度で、 1 回に 1

~2kgを入手した。 入手したシジミは全数殻長を計測

し、うち50個体を抽出し生物測定を行った。

結果

(ヤマトシジミの分布)

現在、ジョレンが操業するシジミ漁場は、主に植野

川大橋から下流約1kmの中涜域であった。

流域別分布密度の推移をFig.3に、また採集したヤマ

トシジミの平均殻長の推移をFig.4に示した。

分布密度は、中涜域と干見折川で高く、上涜域と下

流域では極めて低かった。植野川では6月に干見折川

では7月に密度が最も高く、権野川では7月以降に干見

折川では8月以降に徐々に減少する傾向にあった。し

かし、干見折川では3月を除くと植野川のような顕著

な減少傾向はみられなかった。
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Fig.3. Monthly changes of distribution density of the 
brackish water clam Cjaponica in the Fushino River 
and the Himiori River. 

M 

また、平均殻長は梅野川、干見折川ともに5、6月か

ら徐々に大きくなり、植野川では9月に最大となり、そ

の後小型化したのに対し、干見折川では8月以降も小

型化の傾向がみられなかった。

これは、植野川では漁獲による大型員の減少が平均

殻長を小さくしたのに対し、干見折川では漁獲がほと

んど行われていないため大型個体が多く残存したため

と考えられた。
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Fig.4. Monthly changes of average shell length of the 
brackish water clam C. japonica in the Fushino 
River and the Himiori River. 

また、梅野川の中流域において10mm未満の幼稚買の

個体数割合は、 9月の25%を除いて毎月40%以上と高

い割合であったが、干見折川では周年、 20%から30%

であった。

これらの結果から、植野}IIのヤマトシジミの分布の

特徴は、成貝も幼稚貝も分布は中涜域に集中していた

ことであった。これは、上流に幼稚貝が多く分布し、

中流から下流にかけて成貝が多く分布する木屋川3)と

は大きく異なっていた。

本調査で確認されたヤマトシジミの最小形は殻長3.0

剛、最大形は殻長38.8mmで、あった。底生動物中、ヤマ

トシジミが優占種であり、員類ではイシマキガイ、ソ

トオリガイ、甲殻類ではウミナナフシ類、 ヨコエピ類、

ダンゴムシ類、多毛類ではカワゴカイ類が採集された。

(浮遊幼生の分布)

ヤマトシジミ浮遊幼生の分布調査結果を Fig.5に示し

た。

なお、ヤマトシジミの浮遊幼生は、他の二枚員のよ

うな殻頂期幼生を経ずに D状幼生から変態期幼生と

なって着底するため、浮遊幼生の同定は D状幼生の殻

長に基いて行うことが比較的容易である 8-1九

幼生の採集個数は、 7月中旬に百間橋下で採集され

た33個/100l!が最多で、次いで10月上旬に船倉橋下

の10個/100l!であった。両調査点ともプランクトン

ネットによる採集であった。流域別では今回採集され

た幼生の77%が下流域で、次いで上涜域で17%、中涜

司
E
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域で6%の順で、あった。ただし、との結果はプランク ト

ンネッ ト採集とポンプ採集の採集効率には差がないと

した結果である。
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Fig.5. Monthly changes of larval density of the brackish 

water clam C. japonicαin the Fushino River. 

採集された D状幼生の殻長範囲は、 130聞から 190μm

で最も多く出現したのは 150 ~160μmで、あった。幼生は

7月に下流域で多く採集され、徐々に上涜域で採集され

たことから、幼生の好適塩分選択性12，13)による下流か

ら上流への移動傾向を反映したものと考えられた。ま

た、浮遊幼生の分布域は二島堰上流まで達していた。

同時に採集されたヤマトシジミ以外の二枚貝の浮遊

幼生(後期浮遊幼生)は、ホト トギスガイやアサリ幼生

が多く観察された。

(生息環境)

ヤマトシジミの棲息環境調査結果を流域別季節別に

Table 1にまとめて示した。

なお、水温、 PH、溶存酸素および塩分は、季節内の

潮位別 ・流域別に最小、最大および平均値を示した。

また、植物プランクン細胞数、粒度組成、泥分率、中

央粒径値、 CODおよびAVSの値は、季節内の流域別

平均値を示した。

水温は、植野川では80Cから330Cまで、干見折川で

は70Cから 350Cまで観測された。両河川とも最低水温

は2月に、最高水温は8月に観測された。

親員の成熟が進み、幼生が正常に発生するとされて

いる水温220C則 5)を上回ったのは5月下旬から 10月上

旬までの4ヶ月半で、あった。

pH は、 10月に 9~ 10の非常に高い値が観測された。

また、ヤマ トシジミが生息する水域で、は稀とされてい

るpH 7以下15)が降水直後に観測された。干潮時の pH

Table 1. Environmental variables at the three stream areas in the Fushino River and at the Himiori River. 

1tem Unit 
April-October N ovember-March 

Upstream Midstream Downstream Himiori* Upstream Midstream Downstream Himiori傘

Min 17.43 18.77 18.27 
日tide Max 30.34 32.20 31.85 

WT 
Mean 。C 23.23 25.82 26.35 18.09 
Min 15.81 15.96 16.05 15.74 9.03 9.22 8.73 7.68 

E.tide Max 33.51 33.65 33.75 35.00 14.72 14.65 14.39 14.95 
Mean 25.27 24.90 23.90 15.74 11.68 11.63 11.43 10.77 
Min 4.86 5.32 5.41 

H.tide Max 10.20 9.91 8.60 

pH 
Mean 7.19 7.85 7.45 4.32 
Min 4.85 6.30 4.92 4.96 7.22 7.10 7.25 7.14 

E.tide Max 7.68 8.58 8.63 8.90 8.08 8.07 8.63 8.61 
Mean 6.35 7.33 7.30 4.96 7.58 7.58 7.70 7.88 

Min 6.20 5.50 6.16 
H.tide Max 12.27 9.19 10.55 

DO 
Mean 

mg/品
8.74 7.76 7.32 9.88 

Min 7.66 6.79 6.96 5.95 9.88 9.82 9.79 9.27 
E.tide Max 10.22 10.39 9.41 10.16 12.95 13.11 12.80 13.42 
Mean 8.85 8.28 8.57 5.95 11.47 11.33 11.13 11.19 
Min 0.10 0.07 0.10 

H.tide Max 11.00 19.18 26.15 

Sa 
Mean 2.91 6.82 11.89 2.90 
Min 

psu 
0.13 0.45 0.08 0.83 0.09 0.14 0.22 1.10 

E.tide Max 18.92 16.44 16.27 8.80 0.57 2.01 2.90 4.70 

Mean 3.26 3.38 4.29 0.83 0.26 1.02 1.67 2.89 

Phytoplankton 104Cells/m~ 21.79 27.21 40.87 47.95 3.24 3.02 15.91 3.26 

Ratio of blue-green algae % 99.9 99.9 99.9 99.9 99.3 99.2 99.8 99.4 

'-U百g ロ3 

Gravel (grain size >2皿) % 41.7 41.1 31.1 44.7 49.6 38.6 32.8 41.0 

Sand (J/ 1/16くく2皿) 覧 56.3 54.6 63.4 50.1 49.0 60.5 64.6 55.9 

Mud content (J/ <1/16皿皿) % 2.0 4.4 5.6 5.2 1.3 0.9 2.6 3.1 

Median grain size ゆ 1.537 1.404 0.574 1.717 2.000 1.310 0.979 1.537 

IL 首 1.253 1.700 1.543 2.782 1.016 1.036 1.437 2.407 

COD dry weight mg/ 2.569 4.905 4.536 8.457 1.960 1.788 3.470 5.900 

AVS dry weight mg/ 0.014 0.029 0.008 0.042 0.002 0.000 0.001 0.028 

Himiori*:Observations at high tide of the Himiori River was only once in April. 
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を年級群に分解した結果を Fig.7に示した。

なお、殻長組成は、 5月から 10月までは2ヶ月ごとに、

また、 11月以降は3月までをひとまとめにして示した。

May"'Jun. 

1+ 
10% 

5% 

15 % 

は秋から冬に高く、流域別で、は下流域で、高い傾向にあっ

た。

溶存酸素は、秋から冬にかけて高く、涜域では上、

中流域で高い傾向にあった。9月の満潮時に、 中、下流

域の観測点で、好適とされる溶存酸素飽和度80%16)を

下回ることがあった。

塩分は、 二島堰閉鎖時に高い値が観測された。

Fig.6に中涜域で観測された潮位別塩分を示した。

閉鎖期間中には潮位に関係なくヤマトシジミの生息

限界値とされている22psU16)を上回る観測点があった。
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Fig.7. Seasonal changes of shell length frequency of 
the brackish water clam C. japonica's in the Fushino 
River. 
Solid curved line: fitted cohorts lines and Dashed 
lines: year classes same age groups. 

分離された年級群の数は、最大で、8群で、あった。

年級群の連続性から梅野川のヤマトシジミの成長を

推定した。

それによると、 5月以降10月まで盛んに成長し、11

-33 -

31 

なお、堰の閉鎖は、例年6月15日から9月15日の間

であるが、との年の閉鎖は7月26日から9月15日まで

で、堰の閉鎖と同時に高い塩分が観察された。

植物プランク トンの採集は干潮時に限定されてい

たため、河川由来のプランク トンである藍藻類7)の

Microcystis属が周年優占していた。藍藻類は5月に密

度が最も高く、冬期に低い傾向がみられた。冬期には

珪藻類が多く出現した。

底質は、上中流域から下涜域に行くにつれ磯質から

砂質あるいは泥質の割合が大きくなり、上中流域は幼

生の沈着に適した砂喋質、下疏域は砂質から泥質で、あっ

た。泥分率は冬期より夏期に高く、夏期には下流域と

中流域の一部で生息限界値とされる50%16)を超える調

査点があった。また、強熱減量の生息限界値とされる

14%16)を超える調査点はなかった。全硫化物量ではヤ

マトシジミの生息密度が低くなるとされる 1mg/g乾泥

17)を超える調査点はなかったものの、 CODが海水用水

基準20mg/g乾泥を上回る調査点が6月に干見折川およ

び植野川下涜域で観測された。

(成長と産卵期)

分布調査で採集したヤマトシジミの殻長組成とそれ
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月以降翌年3月まではほとんど成長しないと考えられ

た。産卵期である7月から8月に加齢すると考えて、年

内に殻長5~6mmまで成長し、その後 l 歳で 7~9mm、 2

歳で1O ~12mm、 3歳で 15~18mmまで成長し成熟する

14， 1 7)、さらに4歳で 18~22mm、 5歳で 23~25mm、 6歳で

26~27mm、 7歳で 29~30阻まで成長すると推定された。

したがって、漁獲サイズに達するには少なくとも5年を

要すると考えられた。

以上の推定値をWalford図に当てはめ、 1)式に示し

た成長式を求めた。

L
t
= 58.23(1-e -0.09014(t-0.63945)) 1) 

なお、組成への正規分布の当てはめは、 EXCEL.ソ

ルパー18)を用いた。

次に、軟体部指数の推移を殻長別に Fig.8~こ示した。

軟体部指数は、全ての殻長階級で5、6月に最高値を示

し10月に最低値となった。また、殻長15mm未満の軟体

部指数は、他の階級と比較して大きく表われる傾向が

みられた。殻長20mm以上の個体の軟体部指数の最大値

は6月下旬の1.78で、あった。
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Fig.8 Monthly changes in condition index of the 
brackish water clam C. japonica in the Fushino River 
by each size classes of shelllength (Condition index 
= Soft tissue weight(g) I (Shell length(mm) x Shell 
width(mm) X Shell height(mm)) X 10，000)， 

A F M 

以上の結果から、植野川のヤマトシジミの産卵期は、

5~7月が盛期であると考えられる。 調査を開始した 5

月には既に肉眼で雌雄判別が可能な成熟個体が観察さ

れた。さらに、採卵誘発試験では10月まで産卵が確認

された。また、浮遊幼生調査でも10月までヤマトシジ

ミの浮遊幼生が採集されたことなどから、幼生期の浮

遊期聞を考慮すると産卵期は9月頃まで続くと考えら

れた。

植野川のヤマトシジミの殻形関係式を求め、 2)式に

殻長 (Lmm)ー殻高 (Hmm)、3)式に殻長ー殻幅 (Wmm)、

4)式に殻長一体重 (Bwg)をそれぞれ示した。

H = 0.9320L -0.8027 (〆=0.9901) 2) 

W = 0.5849L -0.2846 (r2=0.9773) 3) 

Bw = 1.4599L3.2548・10-4 (r2=0.9773) 4) 

(シジミ漁業)

植野川で使用されているジョレンの模式図と仕様を

Fig.9およびTable2に示した。

植野川のジョレンは、鉄筋製の篭状の枠を金網で覆っ

た形状で、川底を掻く先端部にステンレス板が装着さ

れ、軽量で効率化が図られた仕様となっている。

なお、ここに示した仕様は試験操業で用いたジョレ

ンの実測結果であり、漁業者によって仕様は異なる。

L 

ct@ 

Fig.9 Shijimi Joren， a kind of hand drege net used to 
collect commercial individuals of the brackish water 
clam C. japonica in the Fushino River. 

Table 2. Sizes and materials of the Shijimi Joren 

Par! I Symbol I Size、Ma!erial

Width W 56cm 
Depth D 50cm 
Height of th巴sides H1 14cm 
Height of the center H2 36cm 
Width of the blade H3 6cm 
Length of the handle L 256cm 
Framework of the gear φa Steel rod(o 6mm) 
Reinforcement of the bottom b Stainless steel wire 
Chicken wire net 20mm 
(Width of each straight lines) 

C 
Stainless steel 

11 
d 16mm 

(Width of each twisted lines) 11 

ジョレンによる操業時聞は、シジミを砂喋から選別

できる適度な水深が必要であるため、満潮の約3時間

後から干潮までの3~4時間である。

操業は、ジョレンの柄を脇に抱え、漁場の状態によっ

てはジョレンを腰に縛りつけ、水中で後ろ向きに歩行

しながら川底を掻き、混入した砂礁等をふるい落とし、

とおしと呼ばれる鉄格子状のふるいに中身を揚げてシ

ジミを選別する。

次に、ジョレンによる試験操業結果をTable3に示し

た。操業は現役のシジミ漁業者に依頼した。

試験操業回数は4回で、そのつど漁場を替えて操業

した。繰り返し操業で漁獲されたシジミの個数の差か

ら漁獲効率を求めた。
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Table 3. The result of the experimental fishing by the Shijimi Joren in the Fushino River. 

Towed area No. of catch shells Density 
Fishing Catching No. of drop-
trial Length(m) 

円1 1 st 2nd. 3rd. 
Efficency 

Indis./m 
off shells 

Width(m) 

1.92 
1.31 42 14 10 0.667 48.25 15 

0.68 

E 
2.03 

1.30 72 22 0.694 79.80 25 
0.64 

E 
1.66 

1.11 24 12 0.500 43.16 9 
0.67 

N 
1.68 

1.01 27 10 0.630 42.54 16 
0.60 

1.82 
Mean 41 15 10 0.648 53.85 16 

0.65 

また、ジョレンから抜けた個数とサイズから漁具選

択性を求めた。

I回目の操業では繰り返し回数を3回としたが、同じ

場所を繰り返すことによって操業区域と区域外との聞

の段差が大きくなり、段差の崩壊によって操業区域の

面積が広がると考えられたため、 E回目以降の繰り返

し回数は2回とした。

Table 3に示したようにジョレンの漁獲効率は、約

65%と推定された 。

また、この漁具の網目選択性は Logistic曲線を当て

はめ 19)50%選択殻長は約23mm、選択レンジは約3mm

と推定された (Fig.l0)。
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Fig.l0 Selectiivity curve of the Shijimi joren for the 

brackish water clam C. japonica in the Fushino River. 
S.R(Selection Range) : 3 mm 
50% Selection(Shell Length of 50% selection):23mm 

(資源と資源動向)

植野川漁協に入荷したシジミの月別 CPUE(Kg/人 ・

日)の推移を Fig.llに示した。

それによると、 4月と8月の値が大きく 8月以降は減

少傾向にあった。 6月の落ち込みはおそらく梅雨時期の

出水の影響によるものと考えられるが、 4月から8月ま

では、成長と加入による増加と漁獲と死亡による減耗

がほぼ均衡し、 8月以降の減少は減耗が増加を上回っ

たと考えられた。
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Fig.ll Monthly changes of CPUE (Catch per a fisherman 

per a day for the brackish water clam C. japonica in 

the Fushino River. 

また、 Fig.12に漁獲されたシジミの平均殻長の推移

を示した。
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Fig.12 Monthly changes of the average shell length 

of the brackish water clam C. japonica caught by 
fishermen in the Fushino日ver.

F M 

それによると、 8月まで、の殻長は比較的小さいのに対

し、9月以降急激に大型化しその後はほぼ一定していた。
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Fig.14 Monthly change in individual densities of the 
brackish water clam C. japonica over the size of 
commercial at the Midstream in the Fushino River. 
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との結果からも6月から8月までは、新規加入群が平均

殻長を押し下げ、 9月以降は加入個体数が減少し、さら

に成長することにより殻長が大きくなったと考えられ

た。

8月の平均殻長が極端に小さいのは、河川のヤマトシ

ジミの加入が比較的短期間に集中すること 20)や漁場に

おける分布サイズの偏り等によるものと考えられるが、

詳細については不明である。

これらの結果から、 8月以降の句ごと CPUEと累積

漁獲量を DeLury式に当てはめ、直線回帰モデル21)か

ら初期資源量と漁具能率を推定した (Fig.13)。

成長と加入が実際には8月以降も継続すると考えられ

るととや、漁場面積の推定値が過大であるととが予想

されるため、資源量の推定値は過大になっていると考

えられる。

いずれにしろ、これらの値と2013年に漁協に入荷し

たシジミ漁獲量9.9トンから漁獲対象サイズの資源に対

する漁獲割合は、 0.38~ 0.55 と推定された。 漁獲量には、

さらに漁協に販売されない漁獲量と手掘りによる漁獲

量が含まれるため、 実際の漁獲割合はさらに大きいと

考えられた。

以上2つの方法で推定した資源量の値から植野川の

シジミ資源、の特性を明らか』こするため、平均的な期首

資源量を22トンとして、漁獲量9.9トン、 Z(全減少係

数月 1)0.097の値から、 F(漁獲係数)と M(自然死亡

係数)を求めると、Fは0.063、Mは0.034と推定された。

これらの値と前述の成長式から漁獲係数および漁獲

開始サイズの変化にともなう加入当たり漁獲量の変化

を現状に対する相対値で示した (Fig.15)。

(R2=0.7574) 
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Fig.13 Relationships between Cumulative catch and 
CPUE (catches of days of fishing operation) of the 
brackish water clame Cjaponicα. 
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その結果、 8月を期首とした漁獲対象サイズの資源

量 (95%信頼区間)は、 18.0(17.1-18.8)トン、漁獲能率

(q) (95%信頼区間)は0.0011(0.0007-0.0015)と推定

された。

一方、分布調査結果から、シジミ漁の漁場である中

涜域における漁獲サイズ (25mm)以上の分布密度の推移

をFig.14に示した。

それによると、 7月に最高値を示しそれ以降減少傾向

にあった。分布密度についても、加入は8月までにほ

ぼ終了し、それ以降漁獲とへい死によって密度が低下

したと考え、生残率と初期密度を推定し初期密度と漁

場面積から資源、量を求めた。

その結果、初期密度と資源量 (95%信頼区間)は

40.2(23.9 -67.7)個/r昔、 25.8(15.4-43.5)トン、全減

少率は0.097(月一1)と推定された。

なお、漁場面積は99，000rrl、平均殻長(体重)は9月

以降ほとんど変化がないとして26.8mm(6.5g)とした。

当然、 DeLury式から求めた資源量は、加入、成長お

よび自然死亡がないと仮定して求めた値であるため推

定値は過小になっていると考えられる。

一方、分布密度と漁場面積から推定した資源量は、



なお、加入当たり漁獲量の計算に用いたその他のパ

ラメータは次のように設定した。

W∞= 71 K = 0.1 to = -0.64 tλ= 12 

W∞(g) :計算上の最大到達体重、 K(year-1) :成長係数、

to(year) :計算上の殻長Omm時の年齢、 t，¥(year) :寿命

22)を示した。

乙の結果から、植野川のヤマトシジミ資源の現状は、

自然死亡係数が大きく、漁獲開始年齢も高いため、加

入当たり漁獲量の値が最大となる Fは存在せず、漁獲

係数が増加しでも、漁獲量の噌加は非常に小さい。また、

漁獲開始サイズを変化させた場合も(実際には、漁獲

開始年齢を1歳上げるか、あるいは下げても)やはり漁

獲量の大幅な増加は期待できず、特に漁獲サイズを下

げた場合には、 Fを大きくしても漁獲量はほとんど変

化しないと推定された。

さらに、将来の資源動向を、図7の年級群分解結果

から推定すると、若齢貝の年級群中2009年級群の構成

割合が相対的に小さいと推定される乙とから、この年

級群の漁獲加入が始まる2014年以降の漁獲量は大きく

減少することが予想された。ちなみに、 2009年は7月

に記録的な豪雨23)により市内の上水道施設が水没する

など大きな災害にみまわれた年であり、この時の川の

出水が稚員 ・幼員時の定着 ・生残に悪影響をもたらし

たものと推察された。

(増殖方法)

平成12年の大量へい死以降、植野川では毎年宍道湖

産ヤマトシジミの移植がおこなわれている。

各地のヤマトシジミ生産地では移植は担)の他、人工

種苗放涜弘26，27)による増産が試みられている。

そ乙で、植野川における増殖手法として種苗生産の

可能性について検討した。

採卵用の親には本調査で入手した植野川産ヤマトシ

ジミの一部を使用し、 6月26日から10月9日の問、採

卵を10回試みた。

産卵誘発は、採卵用親買を水を切って一昼夜約100C

で冷蔵し、翌朝 1~2時間外気に干出した後、飼育水を

水温28~300C、塩分0，9%に調整して採卵を試みた。

その結果、毎回産卵は確認されたものの、ふ化幼生

が得られたのは7月2日の採卵のみで、あった。得られた

ふ化幼生を用いて引き続き飼育試験を行った。

ふ化幼生を20.eパンライト水槽2基に分容し、 70日

間飼育し平均殻長1.4mm約2400個の種苗を生産した。

飼育水は、カルキ抜きした水道水にろ過海水を加え

て、塩分濃度を0，9%に調整した。着底後、ほぽ毎日

飼育水の一部を換水し(飼育期間内の水温は20から

280C)、適宜市販の濃縮キートを投餌した 28)。

以上の生産経過の概要と生産結果を Table4とFig.16

に示した。

Table 4 Outline of the experimetal seed production of 

the brackish water clam C. j中 onicα.

Date Time Contents 

The parent shells， Cobicula Japonica， caught Irom the 
Fushino River，were incubated lor 24 hours at 10 oC 

I 8:20 IExposure lor 2 hours at ambient temperature 
3-Jul ~ 10:20 Ithe thermal spawning stimuli， at 280C-30oC 
I 13:00 lobserved the spawning 

4-Jul lobserved the D-shaped larvae 
10-Jul I settlement 01 the larvae 

2-Jul 

r Istart 01 leeding the concentrate diatom， 
12-Jul ~ I Chaetoceros grac.胤 10-100x 103 cells per a larvae 

II start 01 turnover 01 rearing water 
12-Sep Itake Irom the rearing tank and end 01 the experiment 

Fig.16 Photographs taken at the D-shaped larvae at 

the mean shell length 1401lID (left side) and at the 
settled juveniles in the mean shelllength 1.4mm， the 
maximum size was 2.5mm shell length， minimum 
size was 0.6mm (right side)， 

考 察

(分布)

2000年に行われた植野川の調査結果的と比較して、

現在の分布密度は極めて低く、上流域で37.5%、中流

域で12.6%、下流域で5.0%にすぎなかった。当時は大

量へい死の発生によって、分布密度が低下していたと

思われるが、それでも、現在の分布密度は当時と比較

してはるかに低い。分布密度の低下は下疏域で最も大

きく、現状のヤマトシジミは、中流域の狭い範囲に稚

貝から成貝まで低い密度で生息し、下涜域ではヤマト

シジミの生息環境は失われつつあると考えられた。

シジミの生息に不適な深いシルト層が、上流域では

二島堰下慌の川岸や下涜域の川岸に堆積した場所が多

くみられる。また、中流域では中洲 ・寄り洲が発達し、

生息域が狭められている 29)ことなど生息環境の悪化が

分布域の縮小の大きな原因と考えられる。

一方、浮遊幼生は、上涜まで広く分布していること

が明らかとなった。しかし、堰より上流は、堰の閉鎖

期聞に一時的に淡水化することから、定着しでも生息

し続けることは困難であると考えられる。また、堰下

流では、閉鎖期間中、川の渇水時にみられる高い塩分が、

- 37 -



定着期の稚貝は高塩分に弱い15，17，30)とされていること

から、稚貝にとってこの期間は厳しい環境であると考

えられる。

このように堰はヤマトシジミの生息のバリアーであ

り、上流は堰が下流は底質の悪化がそれぞれヤマトシ

ジミの生息を制限していると考えられた。

二島堰は昭和47年に設置され、平成19年に現在の

可動堰に改修されている。堰の治水利水環境がヤマト

シジミの生息環境に今後どのような影響をもたらすの

か、注意して見て行く必要がある。

(成長・殻形・産卵期)

ヤマトシジミの成長を木屋]116)や島根県の神戸川31)

と比較すると、成長を今回と同じく殻長組成から求め

た木屋川では、 1 歳で、 6~8mm、 2歳で1O~13mm、 3

歳で 14~18剛、 25mm以上に成長するには4~5年を

要するとしている。また、輪紋長から求めた神戸川で

は、 1歳で5.4阻、 2歳で10.4剛、 3歳で14，7mm、4歳

以降18.6mm、22.2mm、25.3m、28.lmm、30.5mm、

32.8mm、34.7mmに成長し25阻には6年を要するとし

ている。これらの結果と比較して植野川のヤマトシジ

ミの成長は、ほぼ中間的な値であった。

ヤマトシジミの成長は、産地により大きく異なるこ

とが知られている 17)が、地理的に近く、河川に生息す

るシジミであればそれほど大きな差がないと考えられ

た。

また、生息環境の違いがあらわれるとされる殻形に

ついてみると、植野川と木屋}I[6)間でも、殻長・体重

関係以外の関係式の共分散分析に有意差32)がみられ

た。統計的な比較はできなかったが、神戸川31)や宍道

湖産と植野川産との差はさらに大きいことが予想され

る。

これは川島ら 31)や石田ら 33)が指摘している、ヤマト

シジミの殻形は、生息水域で特有の形態を持つとした

結果を裏付けるもので、あった。

産卵期については、年により多少の違いはあるが宍

道湖では5、6月から9月まで34)、?固沼では6月から10

月まで35)、小川原湖では7月下旬から9月上旬までお)、

石狩川では7月下旬から9月上旬まで37)、網走湖では7

月中旬から9月下旬38)までとされているが、植野川の

産卵期は5月から9月までであり、地理的に比較的近い

宍道湖とほぼ同時期で、あった。

(漁業・資源)

植野川のシジミ漁は、上流域(二島堰から植野川大

橋の間)で4月から8月までの5ヶ月聞は禁漁となる。

それ以外の漁場では周年操業される。また、ジョレン

の網目は15mm以上に規制されている。現在、干見折川

ではジ、ヨレンの操業は行われていない。

試験操業の結果から、ジョレンの漁獲効率は、 0.65

と推定された。海面の網漁業では、ウバガイ(噴射式

桁網)で0.6339)、アカガイ(桁網)で0.14側、サルボウ(桁

網)で 0.18~0.2940)、ナマコ(桁網)で0.555~0.78041)

である。植野川のジョレンはこれらと比較しても、高

い漁獲効率を持つ効率漁法であるといえる。

狭い漁場を効率漁具で周年操業される植野川のヤマ

トシジミ資源は、加入量が少ない時には、高い漁獲圧

が資源の減少を招き乱獲に陥る可能性が大きいと考え

られる。

推定した全減少率から計算すると、漁獲サイズとなっ

た貝が翌年の産卵時期まで生残する割合は46%であ

り、 3年後には約10%まで減少することになる。

したがって、新たに親員となる加入群が十分でなけ

れば、再生産を支えられず、将来の資源、は減少するこ

とになる。

将来も資源状態を維持し、持続してシジミを漁獲す

るためには、親資源を一定レベル以上に維持すること

が必要である。また、今後、新規加入群の減少が予測

されることからも、まずは数年間、漁獲量を下げて親

資源の確保が必要である。

さらに、産卵期の一部を休漁にすることや保護区域

を拡げるなどして、産卵量を確保する積極的な保護策

が必要である。今後も、小型貝の採捕禁止を徹底し、

資源が回復するまでの問、できれば異水系のシジミの

移植ではなく地元貝を人工種苗生産に使用した資源添

加を試みることなどが有効な増殖策である。

将来もシジミを採り続けるためには、ともかく、資

源の利用方法を見直し、大きな漁獲圧を避け、まずは

親の数を確保する方策が必要であると考えられた。

(増殖)

ヤマトシジミの種苗生産技術は、既に大量生産が可

能となっているが、今回の試験生産の結果から、安定

した採卵技術と放流サイズの究明が今後の課題である。

要 約

梅野川のヤマトシジミについて13年ぶりに調査を行

い、現在のヤマトシジミの生息状況・生息環境・資源

生物生態を明らかにした。また、ジョレンによるシジ

ミ漁業の操業結果から植野川におけるヤマトシジミの

資源状況を推定し、今後の管理方法と増殖方法につい

て検討した。

-分布密度は大きく低下していた。流域では下流域の

生息環境が失われ、中流域に分布が集中していた。

・浮遊幼生は7月に下流域で多く採集され、徐々に上流

域で採集された。幼生は二島堰より上流まで分布して

oo 
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いた0

・成長は 1 歳で7~9mm、 2歳で 10~12mm、 3歳で 15~

18皿、 4歳で 18~22mm、 5歳で23~25mm、 6歳で26~

27mm、 7歳で29~30醐まで成長すると推定された。漁

獲サイズに達するには少なくとも5年を要すると考え

られた。

・産卵期は5月から9月頃まで続き、産卵盛期は、 5月

から7月までであると考えられた。

• DeLury法および分布密度の減少過程から漁獲対象サ

イズ(殻長25mm以上)の資源量は 18.0~25.8 トンと推

定された。その結果から、ジョレンによる漁獲割合は

0.38~0.55 と推定された。

・ジョレンの試験操業を行いジョレンの漁獲効率は、

約65%、選択殻長は約23mm、選択レンジ、は約3mmと求

められた。

・今後新規加入群の減少が予測されたことから、数年

間、漁獲量を下げて親資源の確保がまずは増殖方策と

して必要である。また、産卵期の一部を休漁Lこするこ

とや保護区域を拡げるなどして、産卵量を確保するこ

とも必要である。

さらに、小型貝の採捕禁止を徹底し、資源が回復す

るまでの問、異水系のシジミの移植ではなく、地元貝

を人工種苗生産に使用した資源添加を試みることなど

が有効であると考えられる。
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アカウニの耐水温試験

安成淳

Atsushi Y ASUNARI 

キーワード;アカウ二、高水温、舞死

アカウニ (Pseudocentrotusdepressus)は山口県沿岸で

主に春から夏にかけて素潜り漁業で漁獲され、板ウニ

として高値で取り引きされる重要種であるが、近年漁

獲量の減少が著しい。特に2014年の萩地方卸売市場の

取扱量は1，265kgで、 2013年の3，660kgの34.6%に激減

した。

アカウニの取扱量が減少した原因は、漁業者からの

聴き取りなどから、 2013年8月の高水温の影響により

アカウニが大量に舞死したことが考えられた。しかし

ながら、高水温がアカウニの生残に及ぼ、す影響に関す

る知見がほとんどない。

そこで、舞死原因が高水温の影響で、あったことを確か

めるため、アカウニの耐水温試験を行ったので、その

結果について報告する。

材料と方法

供試したアカウニのうち、殻径70mmサイズ(平均殻

径68.23:!:4.77醐)のアカウニは山口県萩湾で漁獲され

たものを、殻径20mmサイズ (21.77::!:3.04mm )のアカウ

ニは当センタ一地先で採取したものを用いた。

1 250.Q角型水槽を用いた予備試験

高水温の影響で、アカウニが舞死することを確認する

ため、 2014年8月7日から8日にかけて、 2501!角型水

槽2基を用い試験した。それぞ、れの水槽に殻径70醐サ

イズのアカウニを10個体収容した。水量は1501!、換

水率500%の流水とした。水温は1Kwチタンヒーター

を直接投入して加温し、サーモスタットで調整した。

設定水温は、 1水槽は31.00C、もう 1水槽は30.00Cに調

整し、水温が均一になるようエアポンプで通気揖拝し

た。

2 30.Qパンライト水槽を用いた試験

殻径70mmサイズ、のアカウニを用い、 8月12日から13

日にかけて、設定水温30.00C、31.00C、33.00Cと自然

水温の試験者E、9月10日から11日にかけて設定水温

30SC、31SC、32.00Cの試験を行った。

アカウニは水槽1基に5個体収容した。水量は201!

で、止水とし、 12時間毎に100%換水した。水温は150w

のヒーターを水槽に直接投入して加温した。水温が均

ーになるようエアポンプで通気して撹拝した。水温は

サーモスタットで調整した。

殻径20mmサイズ、の試験は、 9月10日から11日にかけ

て、殻径70mmサイズ、の試験と同じ条件で、行った。設定

7l<t昆は30.50C、31.00C、31SC、32.00Cとした。
3 2.Qビーカーを用いた試験

舞死した個体で増殖した細菌による舞死が考えられ

たため、 21!ビーカーを用いた試験を行った。

殻径70mmサイズのアカウニの試験は8月14日から

15日にかけて設定水温31.00Cで、殻径20mmサイズの

アカウニの試験は9月10日から11日にかけて設定水温

30.00Cと31.00Cで行った。

アカウニはビーカー1基に1個体ずつ収容した。 21!

ビーカーの水量は1.81!で止水とし、 12時間毎に100%

換水した。水温設定したウォーターパスにビーカー5

基を収容し、水温が均ーになるようビーカー毎に通気

撹持した。

結 果

1 250.Q角型水構を用いた予備試験

試験開始15時間後、水温31.00Cに設定していた水槽

は31.40Cに上昇し、水槽内のアカウニ10個体全て赫が

横に倒れたり脱落して舞死していた。一方、水温30
0C

に設定していた水槽は30.60Cに上昇していたが、全て

生残していた。

2 30.Qパンライ卜水槽を用いた試験

殻径70mmサイズの試験では、自然水温(変動範囲24.9

~26.00C) 及び設定水温30.00C (同29.8~ 30.20C)の水

槽は72時間、設定水温30.50C (同 30.4~30SC) の水

槽は36時間、全個体生残した。刺や管足の脱落などが

1-4 



なく衰弱した様子は見られなかった。

一方、設定水温31
0

C以上の水槽全てで、舞死が見ら

れた。設定水温31.0
0
C (変動範囲31.0~ 31.50C)では
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図1 アカウニの水温毎の生存率の推移

36~48時間、設定水温31.50C (同31.5~ 31.50C)では

24~27時間、設定水温32.00C (同31.8~ 32.00C)では

16~24時間、設定水温33.00C (同32.8~ 33.1 OC)では

11時間ですべての個体が舞死した。

殻径20mmサイズの試験も設定水温30.50C (変動範

囲 30.4 ~30.50C) の水槽は全て生残したが、設定水温

31.00C (同 3 1.0~31.00C) では 41時間の生残率が60%、

設定水温31.50C (同31.5~ 31.50C)は48時間で、設定

水温32.0
0
C (同32.0~ 32.00C)は15時間で全て舞死、

殻径70mmサイズの試験と同様の結果で、あった。

以上の結果をとりまとめ、図1にアカウニの水温毎

の生残率の推移を示した。

3 2Qビーカーを用いた試験

ビーカーとパンライト水槽との比較試験(設定水温

31.00C)の結果を、図2に示した。

殻径70mmサイズで設定水温31.0
0
C (変動範囲30.8~

31.0
0
C)の試験では、試験開始16時間後赫が脱落した

1個体が、同19時間後に鰹死した。試験開始36時間後

3個体が腕及び管足が著しく脱落した状態でうち2個体

は舞死し、 1個体は同38時間後に艶死した。残り 1個

体には赫や管足の脱落などがなく、試験開始45時間後

まで生残した。

殻径20凹サイズの試験では、設定水温30
0
C (同29.8

~30.00C) は試験終了までの 36時間艶死しなかった。

設定水温310C (同30.9~ 31.1 OC)では試験開始18時間

後赫が脱落した1個体が、同22時間後に艶死した。試

験開始36時間後3個体が腕及び菅足が著しく脱落した

状態で艶死した。残り 1個体は刺や管足の脱落などが

なく衰弱した様子は見られなかった。
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を受けにくい深場に放涜するなど放流場所については

検討する必要がある。

察考
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着性種)報告書 (アカウニ，エゾアワビ)，山口県外

海水産試験場

文

今回行った試験では、アカウニはサイズに関係なく

水温31.00C以上に上昇すると箆死個体が出現した。ま

た、水温が高くなるほど、刺や管足の脱落が早く始まり、

舞死するまでの時間が短くなる傾向が見られた。

艶死したアカウニで増殖した細菌の蔓延による艶死

も疑われたが、疏水で行った予備試験やビーカーで個

別に行った試験で、も水温31.00Cを超えると艶死個体が

出現した。したがって、アカウニは高水温に一定時間

以上さらされると衰弱鰹死すると考えられる。また、

アカウニは衰弱すると椋及び管足が著しく脱落し、そ

の数時間後には艶死することがわかった。今回の試験

からは、アカウニの生息限界は、水温31.00C付近にあ

ると思われる。

図3に山口県長門市通地先の定置網(水深50m)に設

置した自動水温計で測定した2013年8月の水深別水温

の推移を示した。2013年8月の水温で特筆すべき乙と

は、水深10mの水温が1mとほとんど差がない状態で、

300Cを超える高水温が水深 1m で 8月 14 日 ~25 日の 12

日間継続したことである。

また、 8 月 20 日の長門市沿岸(調査水深2~15m) で

の藻場調査では、水深0.5mの水温が32.00C以上あった

ことから、潮通しの悪い内湾などでは生息限界を越え

た水温がアカウニの生息場所まで及んだため、大量に

鑓死したと考えられる。

アカウニ資源を回復させるための方法として種苗の

放涜が考えられるが、稚ウニは水深7~12m のやや深

場、成体は3~8m の浅場に生息し、成長に伴って浅所

に移動すると言われている 1)、2)乙とから、水温の影響
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マアジ標識としてのアーカイバルタグの有効性確認試験

安部謙・園森拓也・藤岡紘*1

Experiments to Con五rmthe Effectiveness of Archival tags 

for Jack mackerel， Trachurusjaponicus 

Yuzuru ABE・TakuyaKUNIMORI・KoFUJIOKA 

Key words : Jack mackerel (Trachurusjaponicus) ; Archival tag 

Tagging experiments by using archival tags were conduct巴dto clarify the effectiveness of the tags for 
jack mackerel， Trachurusjaponicus. 
We firstly conducted tank experiments using six tagged fish (18-25cm) to check the tolerance of 
jack mackerel for the archival tag by body size. The smallest fish (18cmTL) died two days after being 
equipped with an archival tag. All of the other fish (19-25cm) survived for two weeks， suggesting that 

using the tagged fish larger than 18cm TL is preferable. 
Eleven tagged fish (27-41cmTL) with archival and dart tags， and forty nine tagged fish (25-43cmTL) 

with dummy archival and dart tags were released in waters 0町Senzaki，north of Yamaguchi Prefecture 
on 9 June， 2014. One of the released fish with dummy archival tag was recaptured in waters off Futami， 
west of Yamaguchi Prefecture on 19 June， 2014. This result suggests that capture and recapture 
experiment by using archival tags will become an effective technique to clarify the migration patterns 
and fishing grounds of jack mackerel. 

マアジ、 (Trachurusjaponicus)は，山口県日本海側にお

いて中型まき網漁業の重要な漁獲対象魚種である。し

かし，近年の漁獲量の減少 (Fig.1)と燃油の高騰が漁業

者の経営を圧迫している。山口県水産研究センターで

はその対策としてマアジ、の漁場予測技術の開発に取り組

んでいるが，本種の漁場形成要因と回遊経路については

不明な点が多く 1-3)，取り組みの足かせとなっている。
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アーカイバルタグは，水温及び水深の環境'情報と照

度から計算される位置情報，そのデータを記録するメ

モリを内蔵した記録型標識である。記録計本体は魚体

の腹腔内に挿入され，本体から伸びるセンサーは魚体

外部に出して用いられる。このタグを装着した個体が

再捕されれば，再捕されるまでの経験水温，遊泳深度

の連続的なデータ及び照度記録から推定される 1日1

Fig.l Annual catch of jack mackerel by purse seine 
fishing boats of Yamaguchi Prefecture during 2006-
2014. 

* 1 (独)水産総合研究センター国際水産資源研究所
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点の位置(回遊経路)が把握できる。アーカイバルタグ

はとれまでマグロ類やブリ等4.6)の大型魚の回遊や行動

研究に汎用されてきたが，近年のテクノロジーの発達

に伴い小型のタグが開発され，より小型の魚類への適

用も可能になりつつある。しかし，小型魚類の装着放

流事例は少なく ，マアジではタグの装着事例の報告は

おろか魚体への影響さえも報告されていない。

そこで本研究は，マアジの標識としてのアーカイバ

ルタグの有効性を確認するととを目的とした。はじめ

に飼育試験でアーカイバルタグのマアジ魚体への影響

を検討し，適用可能なマアジのサイズを明らかにした。

そして，アーカイバルタグを装着したマアジの放涜試

験により，マアジでもアーカイバルタグ調査が有効で

ある乙とを明らかにしたので報告する。

材料および方法

標識装着による魚体への影響確認試験

アーカイバルタグで調査可能なマアジのサイズを検

討するため，山口県水産研究センターにおいて，アー

カイバルタグを挿入したマアジの飼育試験を行った。

アーカイバルタグは，カナダLOTEK社製の LAT

2910 (本体部の長さ7.8x 26mm，重さ2.5g)を用いた。

本タグは， 30秒毎の外部水温，内部温度(魚体の腹腔

内温度)，圧力(深度)および照度を記録でき，照度から

推定された日の出 ・日没の時刻を用いて位置が計算さ

れる。

供試魚は，2014年5月9日に山口県漁業調査船「第2

くろしお(16トン)Jにより山口県長門市沖で釣獲され

たマアジを使用した。アーカイバルタグ挿入に際して

魚体への負荷を最小限に抑えるため，国際水産資源研

究所でクロマグロ当歳魚(以下，ヨコワ)に適用されて

いる手術台を参照し，山口県水産研究センターでマア

ジ用にサイズを小さく改良した (Fig.2)。乙れにより，

魚体の測定，腹部の切開，アーカイバルタグの挿入ま

で、の一連の作業を短時間で行った。

Fig.2 Operating and measuring table used in this study. 

2014年 5月 13 日 ， このうちの 6尾(全長 18~25cm)

の腹腔にアーカイバルタグを挿入した。タグ挿入後は

速やかに500リッ トル円形水槽に移し，タグ挿入の影

響を判断するのに十分と考えられる 14日間飼育を行っ

た。挿入後は3日に1回，解凍したカタクチイワシを給

餌し，マアジの状態とアーカイバルタグの脱落の有無

を毎日観察した。

標識魚の野外への放流試験

標識は，発見率を高めるためダートタグと併用し，

①アーカイバルタグ (LAT2910)+ダートタグ (Fig.3)，

②アーカイバルタグのレプリカ+ダート タグの2パ

ターンとした。標識尾数は， ①が11尾(平均全長

33cm) ，②が50尾(平均全長29cm)とした (Table1)。

Fig.3 Photograph of jack mackerel tagged both archival 

and dart tags. 

Tablel The outIine of tagging experiments using jack 
mackerel. 

Date of Num'ber of fish Average total Tagging method 
release released length (range) 

June 9， 2014 11 33cm (27-41cm) 
Archival tag町ld
dart tag 
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Ditto 49 29cm (25-43cm) 
Dummy archival 
tag and dart tag 

標識作業は， ①は2014年5月30日，②は2014年5月

21日及び5月26日に行い，放流するまで500リッ トル

円形水槽で飼育を行った (Fig.4)。飼育期間中は3日に

1回，解凍したカタクチイワシの給餌を行い，マアジの

Fig.4 Photograph of jack mackerel with archival and 
dart tags in the tank. 



および細菌培養検査の結果から連鎖球菌による感染症

と診断された。

標識放流魚の再捕状況

放流した60尾のうち1尾(全長27cm)が2014年6月

19日午後11時頃に山口県下関市二見沖で中型まき網漁

業により再捕された (Fig.5)。放流から再捕までの期間

は10日間であり，再捕個体は放流場所から南西へ約27

マイル移動していた。再捕個体の装着タグがアーカイ

バルタグのレプリカとダートタグであったため，回遊

履歴のデータは取得で、きなかった。その後の再捕報告

はなく，放流魚の再捕率は1.7%であった。

状態とアーカイバルタグの脱落の有無を毎日観察した。

なお，アーカイバルタグの魚体への長期的な影響をみ

るため，②のうち1尾(全長29cm)を放流せずに継続し

て飼育した。

標識放流に用いた60尾は， 500リットル円形水槽か

ら「第2くろしお」の船上に設置された500リットルパ

ンライト水槽に輸送し， 2014年6月9日，山口県長門市

仙崎沖水深83.5mの人工魚礁付近で放流した (Fig.5)。

放流後は，山口県内および近隣県の漁業関係団体ヘ

ポスターを配布し，放流情報の周知とタグの回収に努

めた。

132
0 131。

35。

標識装着の魚体への影響

これまで、小型魚の回遊生態の解明には主にスパゲ

ティータグなどの外部標識が使われ，再捕されても断

片的な位置情報しか得られなかった。ところが，アー

カイバルタグ、の小型化，手術台の開発などにより開腹

手術後の生残率が飛躍的に向上したことから，尾叉長

18cm以上のヨコワでアーカイバルタグの標識放流が可

能となっている 7)。当試験で用いたマアジでも14日間

の飼育試験の結果，全長19cm以上の個体でタグ装着

による異常が認められなかった (Table2)ことから，全

長19cm以上のマアジではアーカイバルタグの魚体への

影響は小さいと考えられた。さらに，最も長く飼育を

継続していたマアジ1尾(全長29cm)が， 98日間生存し

たことも魚体への影響は小さいことを支持している。

察考
Sea of Japan 

b 

• 

34。

Fig.5 Release point (・)and recapture 
point (x) of tagged jack mackerel. 

野外放流魚の再捕率

今回のアーカイバルタグ標識放流の再捕率1.7%は，

伊藤らめがスパゲティータグを用いて行ったマアジの

先行研究の再捕率0.9%よりやや高かったが，ヒラメや

トラフグなどの他魚種9-10)と比べると低い数字であっ

た。先述のとおりタグ装着による魚体への影響は小さ

いと考えられるので，再捕率の低い原因としては，マア

ジが他魚種に捕食されやすいことや，主に網漁業で多

獲されるため水揚げ時に標識魚が発見されにくいこと

など，マアジの生態的地位や漁獲特性が大きく関与し

ていると推察された。

したがって，今後，例えばマアジの盛漁期は 5~7月

であるので盛漁期初めの5月に放流したり，現在の中

型まき網漁業の主漁場である島根県境の海域に放流し

たり，放流情報の周知を徹底すれば，より高い再捕率

が期待できるであろう。さらに，アーカイバルタグを

装着したマアジの放流尾数を増やすことで再捕率の向

果

標識装着の魚体への影響

供試した6尾の中で最も小さかった1尾(全長18cm)

は，タグ挿入の翌日に水槽内で、横転し，翌々日に死亡し

た。全長19cm以上のその他の個体は餌食いも良く，試

験終了の14日後も異常が認められなかった (Table2)。

また，タグの脱落も見られなかった。飼育期間中の水

温は 17.6~20.60Cで、あった。

結

Table 2 N umber of tagged fish and the died fish by 
elapsed day during tank experiment. 
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最も長く飼育を継続していたマアジ1尾は，飼育開始

日から98日後の8月27日に死亡した。死因は外観症状



上が見込めるが，アーカイバルタグが約10万円/本と

高価なことが放流尾数増加の大きな制約となっている。

現在，圏内でより安価なアーカイバルタグが開発され

つつあるため，アーカイバルタグの低価格化とともに

アーカイバルタグを装着したマアジ、が多く放流される

ことで，マアジの回遊と生息環境に関する情報が飛躍

的に増加することが期待される。
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Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.12, 49 (2015) 
 

 
山口県北西沖海域における水温の長期変化 

 
 

渡辺俊輝・千手智晴*・種子田雄** 
 

 

海洋気象学会誌「海と空」，89(2)， 19-26 (2013) 
 

要旨 :47年間 (1964～2010年 )の山口県北西沖の海洋観測資料に基づいて，水温の長期変化を調べた。  
その結果，見島南方の表層水温には，統計的に有意な上昇傾向のあることが明らかになった。この長期 
ト レ ン ド に は 季 節 依 存 性 が あ り ， 冬 季 の ト レ ン ド の方 が 夏 季 よ り も 上 昇 傾 向 が 強 く あ ら わ れ た 。 川 尻 岬 
北西沖の観測断面においても，夏季を除くすべての季節で，海面から海底までの領域で水温の上昇がみ 
られた。一方，見島南方の表層水温には，十年スケールの変動も存在し，1 9 86 /87 年および1 9 97 /9 8年 
を 境 に ， 高温 側 へ水 温 がシ フ ト し て い た 。 1 回 目のシ フ ト ( 1 9 8 6 / 8 7 年 ) は， 主 に冬 季 の 水温 上 昇によ る 
もの，2 回目のそれ  ( 1 9 9 7 / 9 8 年 ) は，夏季を除く季節の水温上昇によるものであった。この変動は北太 
平洋十年規模振動指数 (PDOI)と相関が高かったことから，北太平洋規模の海洋変動が日本海南西海域 
に現れたと考えられた。また，十年スケールの変動は，見島南方の表層水温のみならず，川尻岬北西沖 
断面においても存在することが示された。 
 
キーワード: 日本海表層水温 海洋観測 長期トレンド 十年スケール変動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 九州大学応用力学研究所 ** 水産総合研究センター西海区水産研究所 
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Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.12, 50 (2015) 
 

 
山口県深川湾における秋季のカタクチイワシシラス漁場 

 
 

渡辺俊輝・中村武史* 
 

 

報告書名:西海ブロック漁海況調査研究報告.18，9-24 (2010) 
 

要旨 : 2 0 0 6 ～ 2 0 0 8 年の 秋季に 実施し た山口県 深川湾の 漁場 環境 調査に より，カタクチイ ワシシラ ス盛 
漁期の平均的な 漁場環境の場を明ら かにし た。 すなわちそれは， ①深川湾沖合に沿岸 ( 湾内 ) よ りも 暖 
かい海水  ( 2 3℃ )が存在し，  湾奥に向かって水温が低くなるような分布であること，塩分は3 3 . 6 前後で 
一様であるが，わずかに沖合方向で高いこと，②鉛直的には深川湾沖合から沿岸に向かって，等温線の 
這い上がるような 海洋構造になっていること， ③その等値線  ( 2 2 . 7 ℃ ) に沿って，深川湾沖合から 湾 奥 
にかけて0.9  mg/m3以上のクロロフィルの高濃度域がみられること，  ④栄養塩分布は水温分布と対応が 
よ い こ と ， であ る 。 計 量 魚 群 探 知機 を 用 い ， 2 周 波数 の S V  差  ( S V 周 波数法 ) の エコ ーグ ラ ム か ら シラ 
ス反応を抽出し たところ，シラスは湾口において2 0 m以浅の表層および海底付近，  湾中央部では1 0 m 
以浅，湾奥では 1 0 m以 浅と海底付近に分布し た。シラ スの反応のあった周辺では，ク ロロフィ ル濃度 が 
高く，かつ動物プランクトン(カイアシ類)の多い特徴があった。 
 
  
 
キーワード:カタクチイワシシラス 深川湾 SV周波数差法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 水産大学校 
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Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.12, 51 (2015) 
 

 
山口県鯨類目録 

 
 

石川創*・渡辺俊輝 
 

 

下関鯨類研究室研究報告.第 2 号，1-14(2014) 
 

要 旨 : 明 治 ( 1 8 6 8 年 ) 以 降 ， 2 0 1 4 年 7 月 ま で に 山 口 県 で 記 録 さ れ た 鯨 類 を ， 文 献 ， ス ト ラ ン デ ィ ン グ レ 
コ ー ド お よ び 目 視 調 査 の 結 果 か ら と り ま と め た と こ ろ ， 以 下 の 鯨 類 が 確 認 さ れ た 。 セ ミ ク ジ ラ ， コ ク ク 
ジ ラ ， シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラ ， イ ワ シ ク ジ ラ ( 以 上 ， 明 治 期 の み ) ， ナ ガ ス ク ジ ラ ， ツ ノ シ マ ク ジ ラ ， ミ ン ク 
ク ジ ラ ， ザ ト ウ ク ジ ラ ， マ ッ コ ウ ク ジ ラ ，  コ マ ッ コ ウ ， オ ガ ワ コ マ ッ コ ウ ， オ ウ ギ ハ ク ジ ラ ， バ ン ド ウ 
イ ル カ ， カ マ イ ル カ ， ハ セ イ ル カ ， マ ダ ラ イ ル カ ， ス ジ イ ル カ ， シ ワ ハ イ ル カ ， ハ ナ ゴ ン ド ウ ， コ ビ レ 
ゴ ン ド ウ ， シ ャ チ ， ス ナ メ リ 。 こ の う ち 最 も 記 録 の 多 い 種 は ス ナ メ リ で あ り ， 瀬 戸 内 海 側 で 常 在 す る 種 
と 考 え ら れ る 。 次 い で 記 録 の 多 い 種 は ミ ン ク ク ジ ラ で ， 県 内 の 日 本 海 側 で の ス ト ラ ン デ ィ ン グ レ コ ー ド 
 (混獲を含む )の4 7.1 %を占めた。本種は県内で1 ～4月の記録が多いが，夏期にも発見があることから， 
 周年分布している可能性がある。 
 
 キーワード：鯨類 ストランディングレコード スナメリ ミンククジラ 山口県 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 公益財団法人 下関海洋科学アカデミー鯨類研究室（下関鯨類研究室） 
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山口県日本海沿岸域のウルメイワシ棒受網漁業の 

ハロゲン水中集魚灯と LED 水中集魚灯の配光特性鯨類目録 
 
 

梶川和武*・伊藤貴史**・毛利雅彦*・渡辺俊輝 
 

 

水産大学校研究報告.59(4)， 273-279 (2011) 
 

要 旨 : 2 0 0 9 年 1 2 月 7 日 ，山 口 県仙 崎 湾に お い て ， ハ ロ ゲン 水 中集 魚 灯 ( 3 k W ; 以 下ハ ロ ゲン 灯 ) と L E D 
水中集魚灯  ( 2 k W;以下  LE D  灯 ) とについて，海中を透過する光の計測を実施し た。ハロゲン灯から 
水平距離 5 mの水深 4 m付 近 ( 水中灯を沈めた水深帯 ) において，波長4 5 0 ～7 1 0 n mの範囲の光量子が 
2 5 0 ～ 3 5 0 µ m o l と な り ， いず れ の 波長 帯 も 最高 値 を 記 録 し た 。 水 平 距離 1 0 mに な る と ， 波 長 4 5 0 n m と 
5 4 0 nmのみしか光量子が計測されず，2 波長の光量子は海面から水深4 m 付近まで一様になり，そ れぞ 
れ7 ～1 0µmo l，  2 0～4 0µ mo lであった。一方，LE D灯 (消費電力1 0 0 % )に関しては，水平距離5 mの水 
深4m付近において，波長450nmで380µmol，  540nmで1500µmol，  水平距離10mでは，波長450nmで 
9～1 0µmo l，  54 0 nm で9 0～1 00µmo l  であった。同地点のハロゲン灯と比較すると，LE Dの方が波長 
450nm で1.5倍，波長540nm で5.8倍大きい値であった。ウルメイワシ桿体の最大吸光度は500nm であ 
る こ と か ら ， 当 実 験 で 使 用 し た L E D 灯 は ， ウ ル メ イ ワ シ の 視 感 度 に 近 い 波 長 帯 を ， 限 定 し て よ り 多 く 
出 力 し て い た 。 つ ま り ， 遠 方 の ウ ル メ イ ワ シ に は ， L E D  灯 の 方 が 認 識 し や す い と 考え ら れ た 。 以 上 の 
こ と か ら ， 水 中 灯 を 用 い る 棒 受 網 漁 業 で は ， L E D 灯 を 用 い 効 率 的 な 操 業 が で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。 
 
 キーワード：ハロゲン LED 配光 ウルメイワシ棒受網 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 水産大学校 * *水産大学校専攻科 
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Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.12, 53 (2015) 
 

 
日本海産エビ類-Ⅲ. 山口県と石川県沖で採集された 

ウチワエビ類のフィロソマ幼生 
 

本尾洋*・土井啓行* *・養生郁子* * *・渡辺俊輝・石橋敏章* * 
 

 

石川県立自然史資料館研究報告.第 2 号，1-7(2012) 
 

要旨 : 20 0 8～～2 011年の5～7月の期間に，日本海山口県沖と石川県沖でフィラソマ幼生11個体を採集 
し た 。 得 ら れ た 1 1 個 体 の う ち ， ウ チ ワ エ ビ は 7 個 体 ， オ オ バ ウ チ ワ エ ビ は 4 個 体 で あ っ た 。 ウ チ ワ エ ビ 
の採集海域は，4個体が山口県沖，3個体が石川県沖で，オオバウチワエビのそれは石川県沖のみ ( 4個 
体 ) であった。対馬海流の平均的な流速を考慮すると，山陰～北陸で採集さ れる最終期フィロソマ幼生 
の起源は，遠くは東シナ海，近くは九州西・南西海域と想定される。 
 
 キーワード：ウチワエビ オオバウチワエビ フィロソマ幼生 山口県 石川県 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*日本海甲殻類研究会 * *下関市立しものせき水族館 * * *水産総合研究センター日本海区水産研究所 
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山口県日本海域の危険生物目録（Ⅰ）： 

外傷よびそれに付随する症候をもたらすもの 
 

堀成夫*1 ・ 土井啓行*2 ・ 園山貴之*3 ・荻本啓介*3 ・國森拓也 ・河野光久 

 

萩博物館調査研究報告第 10 号(2015) 
 

既 往 文 献 で 「 危 険 生 物 」 と し て 扱 わ れ て い る 海 洋 生 物 の う ち ， 外 傷 お よ び そ れ に 付 随 す る 症 候 を も た 
らすものについて，山口県の日本海から出現記録のあるものを調査し目録を作成した。その結果，刺胞 
動物1 4種，軟体動物4種，環形動物1種，節足動物3種，棘皮動物3種，魚類4 6種，爬虫類4種の合計75 
種 が 確 認 さ れ た 。 そ れ ら に は ヒ ョ ウ モ ン ダ コ や ラ ッ パ ウ ニ の よ う に 1 9 8 0 年 代 後 半 か ら の 海 水 温 上 昇 に 
伴 っ て 南 方 か ら 分 布 を 広 げ て き た と 考 え ら れ る 熱帯 ・ 亜 熱 帯 性 種 が 少 な か ら ず 含 ま れ て い る と 推 測さ 
れるため，今後は日本海沿岸の各道府県の出現情報も収集し，環境変動との関係を分析することが望ま 
れる。 
 
 キーワード：山口県日本海，危険生物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*1
萩博物館 *2

大阪・海遊館 *3
下関市立しものせき水族館 
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Bull.Yamaguchi Pref.Fish.Res.Ctr.12, 55 (2015) 
 

 
開放的な砂浜海岸である鹿児島県吹上浜の 

サーフゾーン魚類相 
 

須田有輔*1,中根幸則*2,大富 潤*3,國森拓也*4 

 

 

Surf Zone Ichthyofauna in an Open Sandy Shore at Fukiagehama, Southern 

 Kyushu Island, Japan 

 

Yusuke Suda*, Yukinori Nakane*2, Jun Ohtomi*3, Takuya Kunimori*4 

 

Journal of National Fisheries University 63(1)1-15 (2014) 
 

Abstract: A long term study on the surf zone ichthyofauna in an open sandy shore at Fukiagchama.  
southern Kyushu Island was carried out using experimental beach seine with 26 m net width, 2m 
depth and 4×4 mm square meshed fish bag, in every spring and autumn from 2000 to 2010 and 2013 
with additional summer sampling in 2000, 2001, 2006 and 2007. A total of 52,340 individuals from 
44 families and more than 85 species were captured in 540 daytime and preliminary 24 nighttime 
hauls. The surf zone fish community was dominated numerically by ten species such as Sillago japonica 
(40.0%), Trachurus japonicas (14.3%), Hypoatherina valenciennei (13.1%), Mugil cephalus cephalus 
(7.1%), Engraulis japonica (6.6%), Takifugu niphobles (6.2%), Latevlabrax latus (3.9%), Sphyraenu japonica 
(1.9%), Paruplagusia japonica (1.6%) and Paralichthys olivaceus (1.0%), and taxonomically by Carangidae 
(11species), Clupeidae (7species), Gobiidae (more than 6 species) and Sparidae (4 species). Relatively 
large proportion of individuals in late developmental stages such as late juvenile, young and adult 
dominated the community. The ichthyofauna was also characterized by relatively few species having 
strong temporal association with surf zone habitat and mixture of demersal, reef and pelagic inhabitants. 
 
Key words: Sandy shore, Ichthyofauna, Surf zone, Fukiagehama, Japan, Surf net 
 
 
要旨 :九州南部に位置する開放的な砂浜海岸である吹上浜のサーフゾーンで，長期にわたり実験用地 
曳網 (幅26m，深さ2m,目合い4×4mmの魚取り部を備える。 )を用いた魚類相の調査研究を行った。 
調査は2000年から2010年および2013年の春期と秋期に行った。これに加え2000,2001,2006,2007 
年には夏期にも調査を行った。本調査では，540回の昼間曳網および24回の夜間曳網により44属85種, 
合計52,340個体を採集した。 
 サーフゾーンの魚類相は，個体数でみるとシロギス  ( 40 .0%) ,  マアジ  (14 .3%)，トウゴロウイワシ 
(13 .1%),ボラ (7 .1%)，カタクチイワシ (6 .6%)，  クサフグ  (6 .2%),  ヒラスズキ  (3 .9%),  ヤマトカマス 
(1 .9 %)，クロウシノシタ  ( 1 .6% )，ヒラメ  ( 1 . 0% )の10種が，分類学的にみると，アジ科11種，ニシン 
科7種，ハゼ科6種以上，タイ科4種が優占していた。発育段階でみると稚魚後期，若魚期，成魚のよう 
な，後期の発育段階のものが比較的多かった。  
 サーフゾーンの魚類相は，時間的にサーフゾーンに強く依存する少数の種，および底魚，礁魚，浮魚 
が混合していることが特徴的であった。 
 

*1
独立行政法人水産大学校水産学研究科 *2

一般財団法人電力中央研究所 *3
鹿児島大学水産学部 

*4
山口県水産研究センター 
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